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PHOTO NEWS ［フォトニュース］

今月の表紙「元気いっぱい子どもたち」

福岡県立青豊高等学校は、豊前市に位置し、北九州地区唯一の総合学科高校として平成15年4月に開校、令和４年に創立20
周年を迎えます。本校は「明日の社会を担う人間の育成」を使命に掲げ、生徒一人一人が生涯にわたって一社会人として心豊か
に、主体的、個性的、創造的に生きていくための資質や能力を育てています。

授業科目は総合学科高校ならではのバラエティに富み、普通科高校から専門学科高校まで複数の高校が集まっているかのよう
です。その中で生徒たちは、自己の将来を見据えた科目選択を行い進路実現を目指しています。

本年度はコロナ禍で教育活動が制限される中、体育大会・文化祭を開催することができました。さらに、部活動には全校生徒
の81％の生徒が所属し、感染症対策に気を配りながら活動しています。

これからも「夢をカタチに」を合言葉に日々の教育活動に全力で取り組んでいきます。

校訓「賢く」「優しく」「逞しく」を体現 　福岡県立青豊高等学校

12/18 筑紫高等学校ラグビーフットボール部　教育長表敬訪問

第100回全国高等学校ラグビーフットボール

大会出場を報告するため城戸教育長を表敬訪問

しました。

訪問では、主将の藤
ふじ

田
た

幹
かん

太
た

さんが出場を報告

するとともに選手挨拶を行いました。

12/23 水産高等学校海洋科２年　教育長表敬訪問

海洋科２年生の代表生徒が9月16日（水）から

10月28日（水）まで43日間、グアム、マリアナ諸

島東沖でのマグロ延縄漁業実習をはじめとする

長期航海実習から帰還したことを報告するため、

城戸教育長を表敬訪問しました。

生徒からは、海友丸の航路や実習内容、船内生

活について、報告が行われました。

1/13 令和２年度　福岡県とびうめ教育　表彰式

本表彰は、県内教職員の優れた教育活動に対

し、その努力をたたえ、更なる教育の振興を図る

ため、福岡県公立学校優秀教職員表彰、福岡県公

立学校教育マイスター表彰、ふくおか教育論文

表彰、福岡県公立学校優秀校表彰の４部門を合

同して、平成2７年度から実施しています。

また、教育委員会会議室において表彰式が開催され、城戸教育長から各部門の代表者へ表彰状が授与されました。



教育の
広場

１　

情
報
活
用
能
力
育
成
の
強
化

2
0
2
0
年
度
か
ら
小
学
校
で
実
施
さ
れ

て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
に
続
き
、

2
0
2
1
年
度
は
中
学
校
、
2
0
2
2
年
度

は
高
等
学
校
と
新
学
習
指
導
要
領
に
移
行
し

て
い
く
。
旧
学
習
指
導
要
領
で
も
I
C
T

活
用
を
含
め
た
情
報
活
用
能
力
の
育
成
は
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
学

習
指
導
要
領
改
訂
で
は
I
C
T
活
用
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る

情
報
活
用
能
力
の
育
成
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
盛
り
込
ま
れ
、
情
報
活
用
能
力

育
成
の
徹
底
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２　

情
報
活
用
能
力
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

新
学
習
指
導
要
領
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
位
置
づ
け
は
一
言
で
い

え
ば
、
小
学
校
段
階
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導
入
、
中
学
校
で
は
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
強
化
と
情
報
科
学
教
育
の
導
入
、
高
等
学
校
で
は
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
情
報
科
学
教
育
の
必
修
化
、
と
な
る
。

世
間
で
は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
だ
け
が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
単
体
で

考
え
る
こ
と
は
表
面
的
な
議
論
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
。
何
故
な
ら
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
は
情
報
活
用
能
力
の
一
部
で
あ
り
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
の
一

環
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
2
0
1
4
年

9
月
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
公
立
小
学
校
に
導
入
さ
れ
た
、
全
学
年
必
修
の

教
科
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、「
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
授
業
時
間
の
内
、
直
接
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
係

す
る
の
は
全
体
の
6
分
の
1
強
程
度
で
あ
り
、
残
り
は
I
C
T
活
用
、
情
報

活
用
、
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
で
あ
る
。
実
際
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
先
進

的
に
実
施
し
て
い
る
日
本
の
学
校
で
も
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
が
高

い
学
校
ほ
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
て
い
る
。

従
っ
て
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
I
C
T
機
器
に
慣
れ
さ
せ
、
特
に
小
学
校
中

学
年
以
上
は
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
を
身
に
付
け
、
情
報
活
用
能
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

３　

小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
目
標
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
技
術
の
理
解
で
あ

る
。

全
て
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

福
岡
工
業
大
学
短
期
大
学
部　

教
授　

石　

塚　

丈　

晴
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最
初
に
、
技
術
の
理
解
を
解
説
す
る
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
非
常
に

多
く
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
P
C
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
な

く
、
炊
飯
器
や
テ
レ
ビ
、
I
C
カ
ー
ド
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
入
っ
て
い

る
。
何
故
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
多
く
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
わ
れ
て
い

る
か
。
そ
の
理
由
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

次
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
的
思
考
は
よ
く
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
と

き
だ
け
に
使
わ
れ
る
考
え
方
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
普
段
の
生
活
や
仕
事
の

上
で
も
使
わ
れ
る
概
念
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
我
々
が
あ
る
事
（
例
え

ば
、
料
理
や
旅
行
、
仕
事
）
を
効
率
的
に
実
行
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず

何
を
す
べ
き
か
を
分
析
し
て
細
か
い
処
理
に
分
け
る
。
次
に
、
そ
の
処
理
を

組
み
合
わ
せ
て
目
標
達
成
を
目
指
し
、
更
に
処
理
の
手
順
や
条
件
な
ど
を
変

え
な
が
ら
最
適
解
を
見
つ
け
て
い
く
。
こ
の
過
程
全
て
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

的
思
考
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
「
段
取
り
力
」
を
身
に
付
け
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
で
は
何
故
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
し
て
学
ぶ
と
効
率
的
に
理
解
し
、
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

４　

小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
す
る
際
に
よ
く
使
わ
れ
る
処
理
は
「
順
序
」「
分
岐
」

「
繰
り
返
し
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
児
童
は
目
的
達
成
の
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
を
分
析
す
る
。
次
に
「
順
序
」「
分
岐
」「
繰
り
返
し
」
を
組
み
合

わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
学
習
に
も
活
か
す
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

で
は
、「
順
序
」「
分
岐
」「
繰
り
返
し
」
は
ど
こ
で
教
え
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
実
は
概
念
自
体
は
既
存
の
教
科
で
扱
わ
れ
て
い
る
（
た
だ

し
、「
順
序
」「
分
岐
」「
繰
り
返
し
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
し
な
い
）。
例
え

ば
、
1
年
生
国
語
で
は
、
文
章
を
正
し
い
順
で
な
ら
べ
る
と
い
う
学
習
が
あ

る
が
、
こ
れ
は　

「
順
序
」
の
概
念
を
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
年
生
算

数
で
は
三
角
形
と
四
角
形
の
分
類
で
、「
順
序
」「
分
岐
」
の
概
念
を
、
3
年

生
算
数
の
二
位
数
の
か
け
算
で
は
「
順
序
」「
分
岐
」「
繰
り
返
し
」
の
概
念

を
学
ん
で
い
る
。
従
っ
て
普
段
の
授
業
を
押
さ
え
て
い
く
こ
と
が
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成
の
第
一
歩
と
な
る
。

続
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
結
び
付
け
て
「
順
序
」「
分
岐
」「
繰
り
返

し
」
を
言
葉
と
し
て
理
解
さ
せ
、「
順
序
」「
分
岐
」「
繰
り
返
し
」
を
組
み

合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
学
習
を
行
う
。
そ
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

的
思
考
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
各
教
科
の
学
び
や
日
々
の
生
活
に
も
活
か
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

５　

最
後
に

筆
者
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
成
功
事
例
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
専
科
教
員

に
任
せ
ず
、
全
て
の
教
員
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て
い
る
学
校

が
成
功
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
多
く
の
教
員
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
教
え
る
こ
と
を
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
し
か
し
例

え
ば
、
小
学
校
体
育
で
跳
び
箱
の
指
導
を
す
る
が
、
教
員
は
跳
び
箱
の
プ
ロ

で
あ
る
必
要
は
な
い
。
同
様
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
教
員
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
プ
ロ
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
何
よ
り
教
員
自
身
も
楽
し
い

と
思
う
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
普
段
の
授
業
に
も
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
。
あ
ま
り
力
ま
ず
に
、
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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１　

目
的

本
年
度
か
ら
小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実

施
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
中
学
校
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
県
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
円
滑
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
、
教
員
研
修

と
、
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

２　

概
要

教
育
関
係
者
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
有
識
者

で
構
成
す
る
「
福
岡
県
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
協

議
会
」
で
の
議
論
を
基
に
、
次
の
内
容
を
行
っ
て
い
ま

す
。⑴ 

小
・
中
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
中
核
教
員
研
修

⑵ 

地
域
I
C
T
支
援
リ
ー
ダ
ー
研
修

⑶ 

実
践
事
例
の
作
成
や
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発

〈
研
究
協
力
校
〉

那
珂
川
市
立
片
縄
小
学
校　

岡
垣
町
立
吉
木
小
学
校

う
き
は
市
立
千
年
小
学
校　

八
女
市
立
福
島
小
学
校

嘉
麻
市
立
嘉
穂
小
学
校　
　

苅
田
町
立
白
川
小
学
校

那
珂
川
市
立
那
珂
川
中
学
校

３　

内
容

⑴
小
・
中
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
中
核
教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
各

学
校
で
計
画
を
作
成
し
た
り
、
指
導
・
助
言
を
行
っ
た

り
す
る
教
員
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
・

中
学
校
で
こ
う
し
た
役
割
を
担
う
中
核
教
員
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

①
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
中
核
教
員
研
修

小
学
校
で
は
、
学
校
に
１
名
の
中
核
と
な
る
教
員
を

育
成
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度

は
、
１
人
１
台
端
末
を
準
備
し
、
次
の
内
容
で
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

・ 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
意
義
及
び
中
核
教
員
の

役
割
に
関
す
る
説
明

・ 

算
数
科
及
び
理
科
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

材
活
用
の
体
験

②
中
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
中
核
教
員
研
修

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領
が

全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。
特
に
技
術
・
家
庭
科
の
技
術

分
野
「
D
情
報
の
技
術
」
に
「
双
方
向
性
の
あ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
令
和
２
年
度
は
、
中
学
校
の
技
術
・
家
庭

特 集

本
県
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
の
取
組�

義
務
教
育
課
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科
教
員
を
対
象
に
、次
の
内
容
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

・ 
学
習
指
導
要
領
の
改
善
点
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
意
義
に
関
す
る
講
義

・ 
双
方
向
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
説
明
及
び
模
擬

授
業
を
通
し
た
教
材
体
験

⑵
地
域
I
C
T
支
援
リ
ー
ダ
ー
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
は
じ
め
、
I
C
T
の
効
果

的
な
活
用
の
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
機
器
の
不

具
合
へ
の
的
確
な
対
処
な
ど
、
望
ま
し
い
情
報
環
境
を

構
築
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
教
員
が
必
要
で

す
。
こ
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
教
員
を
育
成
す
る
た

め
、
各
教
育
事
務
所
か
ら
推
薦
さ
れ
た
３０
名
の
教
員
に

対
し
、
次
の
内
容
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

・ 

情
報
活
用
能
力
を
育
て
る
た
め
の
I
C
T
環
境
整

備
及
び
地
域
I
C
T
支
援
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
関

す
る
講
義

・ 

校
内
に
お
け
る
I
C
T
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
に
関

す
る
演
習

⑶
実
践
事
例
の
作
成
や
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
情
報
活
用
能
力
」
が

「
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
」
と
位
置
付
け
ら

れ
、
そ
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、「
各
教
科
等
の
特
質
を

生
か
し
、
教
科
等
横
断
的
な
視
点
か
ら
教
育
課
程
の
編

成
を
図
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
、
小
学
校
６
校
、
中
学
校
１
校
の
研
究
協
力
校

が
、
下
表
の
と
お
り
、
各
教
科
等
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
末
に
は
、
全
て
の
学
校
が
活
用
で
き
る
よ

う
、
各
研
究
協
力
校
の
実
践
事
例
を
も
と
に
作
成
し
た

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
福
岡
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４　

お
わ
り
に

現
在
の
子
供
た
ち
が
生
き
て
い
く
社
会
で
は
、
社
会

生
活
の
中
で
I
C
T
を
日
常
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

当
然
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
県
で
は
、
そ
の
よ
う
な
社

会
で
子
供
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
む
教
育
が
各
学
校
で
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学習指導要領の改善点に関する講義

教材体験

ホームページの作成

自動運転プログラムの作成

プログラミング教育の実践

教科等 学年 単元名 プログラミングの活動

国語
小 2 「みちあんないをしよう」 動きのある道案内の作成

小 3 つたわる言葉「ことわざ・故事成語」〜「ことわざブックを作ろう」 動きのあることわざブックの作成

社会
小 4 「知りたいな、47 都道府県」 都道府県クイズの作成

小 5 「自動車生産にはげむ人々」 センサーで発進等を制御するプログラムの作成

算数 小 5 「整数の性質」 公倍数等を画面に表示させるプログラムの作成

理科 小 6 「電気と私たちのくらし」 効率的に電気を利用するプログラムの作成

生活 小 2 「町のひとにつたえたい」 写真等を提示するチラシの作成

音楽 小 5 「いろいろな音色を感じ取ろう」 電子媒体での音楽づくり

図画エ作 小 4 「絵から聞こえてくる音」 音と絵が融合した作品の制作

体育 小 3 「跳び箱」 分解した動きを組み合わせ一連の動きを作成

家庭 小 6 「くふうしよう　おいしい食事」 炊飯の手順の作成

総合的な学習の時間 小 5 〜社会科の発展学習として〜「自動運転カ一を走らせよう」 決められたルートを通るプログラムの作成

技術・家庭（技術分野） 中 2 「ホームページの作成」 双方向性のあるコンテンツの作成

総合的な学習の時間 中 2 「ふるさとの魅力を発信しよう」 ホームページのプログラムの仕方理解

技
術
分
野

総
合
的
な
学
習
の
時
間
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令
和
２
年
度
福
岡
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
文
化
芸
術
事
業

社
会
教
育
課

子
ど
も
達
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図

る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
で
は
文
化
庁
や
本
県
の
予
算

及
び
（
公
財
）
福
岡
県
教
育
文
化
奨
学
財
団
の
助
成
金

で
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
度

実
施
し
た
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

文
化
庁
の
事
業

○ 

文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業
（
巡
回
公
演

事
業
）

〔
趣
旨
〕
文
化
庁
が
選
定
し
た
文
化
芸
術
団
体
が
、
学

校
の
体
育
館
な
ど
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
演
劇
等
の
巡
回

公
演
を
行
い
ま
す
。
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
と

と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
本
物
の
舞
台
芸

術
に
身
近
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

〔
実
施
報
告
（
う
き
は
市
立
山
春
小
学
校
）〕

６
月
24
日
に
（
一
財
）
谷
桃
子
バ
レ
エ
団
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
５
年
生
22
名
の
児

童
が
バ
レ
エ
の
基
本
的
動
作
の
指
導
を
受
け
、
体
の
使

い
方
・
腕
や
足
の
動
か
し
方
を
学
び
ま
し
た
。
曲
に
合

わ
せ
て
体
験
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の
バ
レ
エ
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
に
つ
な
が

り
、
本
公
演
に
向
け
て
意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

1０
月
９
日
に
本
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
５
年

生
の
児
童
に
よ
る
バ
ー
レ
ッ
ス
ン
や
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で

会
話
を
す
る
ダ
ン
ス
「
マ
イ
ム
」
の
実
演
を
全
校
児
童

で
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ
レ
エ
団
に
よ
る
「
白

鳥
の
湖
」
を
全
校
児
童
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
バ
レ
エ
を

初
め
て
鑑
賞
す
る
児
童
が
多
く
、
本
格
的
な
舞
台
と
照

明
に
驚
き
な
が
ら
、
ダ
ン
サ
ー
の
軽
や
か
な
リ
フ
ト
や

ジ
ャ
ン
プ
に
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
特
に
、
５
年
生
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体

験
し
て
い
た
だ
け
に
、
感

動
が
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
。
事
業
終
了
後
、
子

ど
も
達
が
自
分
か
ら
積

極
的
に
表
現
し
た
り
、
友

達
の
よ
さ
を
見
つ
け
、
伝

え
た
り
す
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

○ 

文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業
（
芸
術
家
の

派
遣
事
業
）

〔
趣
旨
〕
個
人
又
は
少
人
数
の
芸
術
家
を
派
遣
し
、
講

話
、
実
技
披
露
、
実
技
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
し
、
芸
術
へ
の
関
心
を
高
め

ま
す
。

〔
実
施
報
告
（
添
田
町
立
添
田
小
学
校
）〕

1０
月
16
日
、
22
日
、
11
月
26
日
に
本
町
在
住
の
オ
ペ

ラ
歌
手
重
藤
仁
美
先
生
を
講
師
に
招
い
て
5
年
生
が
発

声
方
法
や
聴
く
人
を
感
動
さ
せ
る
歌
い
方
等
を
学
び
ま

し
た
。

ま
ず
、
オ
ペ
ラ
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
中

か
ら
1
曲
を
講
師
に
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体

育
館
の
外
ま
で
響
き
渡
る
美
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
と
迫
力
に

子
ど
も
達
は
終
始
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講

師
か
ら
、
オ
ペ
ラ
歌
手
を
目
指
し
た
話
や
夢
を
実
現
す

る
ま
で
に
努
力
し
た
こ
と
、
歌
う
上
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
験
活
動
と
し
て
は
、「
故
郷
の
人
々
」「
こ
い
の
ぼ

り
」「
ハ
ロ
ー
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ブ
ル
ー
」
の
３
曲
の
歌

唱
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
音
楽
の
授
業
で
の
歌

唱
の
学
習
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
目
の
前
で

講
師
に
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
子
ど
も

達
の
歌
声
が
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
達

は
、
身
近
に
素
晴
ら
し
い

芸
術
家
が
い
る
こ
と
を

誇
り
に
思
う
と
共
に
、
歌

う
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

特 集

ダンサーと一緒に
バーレッスンを受ける５年生

歌唱指導を受ける子ども達

5



県
及
び
（
公
財
）
福
岡
県
教
育
文
化
奨
学
財
団
の
事
業

○
特
別
支
援
学
校
等
芸
術
鑑
賞
事
業

〔
趣
旨
〕
芸
術
文
化
に
接
す
る
機
会
の
少
な
い
特
別
支

援
学
校
等
の
児
童
生
徒
に
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供

し
、
本
県
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
ま
す
。

〔
実
施
報
告
（
福
岡
県
立
太
宰
府
特
別
支
援
学
校
）〕

9
月
15
日
に
本
校
体
育
館
に
お
い
て
、
小
学
部
5
・

6
年
生
を
対
象
に
中
国
獅
子
＆
中
国
雑
技
「
ア
ジ
ア
ン

ド
ラ
ゴ
ン
」
の
鑑
賞
会
を
行
い
、
中
国
南
方
獅
子
舞
や

中
国
武
術
な
ど
迫
力
満
点
の
技
を
多
数
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
技
の
一
つ
で
あ
る
変
面
で
は
、
次
々
に

変
わ
る
面
の
色
や
表
情
に
気
付
き
、「
あ
っ
」
と
指
を

差
し
た
り
、
拍
手
を
送
っ
た
り
す
る
児
童
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
雑
技
で
は
、「
が
ん
ば
れ
ー
」
と
演

者
の
方
を
応
援
し
な
が
ら
、
手
を
合
わ
せ
て
成
功
を
祈

る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
児
童
の
特
性
を
踏
ま

え
て
、
赤
座
布
団
を
使
っ
た
技
や
龍
舞
チ
ャ
レ
ン
ジ
な

ど
体
験
の
時
間
も
た
く
さ
ん
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
初
め
て
触
れ
る
赤
座
布
団
や
キ
ラ
キ
ラ
の
龍
に
児

童
も
興
味
津
々
で
し
た
。

今
回
の
芸
術
鑑
賞
会
で
は
、
児
童
の
目
の
輝
き
、
笑

顔
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
公
演
後
も
「（
ド

ラ
ゴ
ン
に
さ
わ
っ
て
み

る
こ
と
が
で
き
て
）
面

白
か
っ
た
」
と
児
童
同

士
で
や
り
と
り
し
た
り
、

雑
技
を
真
似
た
り
す
る

な
ど
異
文
化
へ
の
興
味

関
心
も
広
が
り
、
児
童
に

と
っ
て
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

○
舞
台
芸
術
感
動
体
験
事
業

〔
趣
旨
〕
小
中
学
生
に
対
し
て
、
最
高
の
舞
台
に
お
け

る
質
の
高
い
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
調
和
の
と
れ
た
情
操
の
涵
養
と
豊
か
な
心
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

〔
実
施
報
告
（
福
岡
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
）〕

1０
月
27
日
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
九
州
交
響
楽
団
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、
県
内
小
中
学
校
6
校
約
5
3
0
名
の
児
童
生

徒
及
び
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
バ
レ
エ
音

楽
「
白
鳥
の
湖
」
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ア
ナ
と
雪
の

女
王
」
の
メ
ド
レ
ー
な
ど
児
童
生
徒
に
も
な
じ
み
の
あ

る
楽
曲
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
演
奏
の
合

間
に
、
指
揮
者
の
中
井
章
徳
氏
か
ら
楽
器
や
作
曲
家
に

関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
児
童
生
徒
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
に
親
し
み
を

も
っ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
市
出

身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
田
中
正
也
氏
に
ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
指
揮
者
体
験
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
例
年
と
は
異
な
り
、
参
加
者
全
員
が
各

座
席
で
中
井
氏
か
ら
振
り
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
な

が
ら
行
う
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
指
揮
に
合
わ
せ
て

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
テ
ン
ポ
や
音
の
強
弱
が
変
化
す
る
様

子
に
、
子
ど
も
達
も
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。
終

了
後
、「
指
揮
一
つ
一
つ

の
動
作
に
意
味
が
あ
り
、

ど
れ
も
大
切
だ
と
教
わ
っ

た
」「
動
画
で
見
る
の
と

は
レ
ベ
ル
が
違
っ
て
い

て
、
実
際
に
体
に
音
が
ぶ

つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
感

覚
が
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
、
生
の
演
奏
を

間
近
で
聴
き
、
多
く
の
子

ど
も
達
が
音
楽
に
興
味
を

持
っ
た
よ
う
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
の
事
業

○
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
「
芸
術
体
験
講
座
」

〔
趣
旨
〕
児
童
生
徒
に
様
々
な
伝
統
文
化
や
芸
術
文
化

を
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
と
多

様
な
個
性
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

〔
実
施
報
告
（
上
毛
町
立
唐
原
小
学
校
）〕

9
月
25
日
に
、o
f
f
i
c
e 

ト
ゥ
ル
ー
ス
の
石
堂

隆
之
（
テ
バ
ッ
タ
）
氏
を
講
師
に
招
い
て
マ
ジ
ッ
ク
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
目
の
前
で
見
る
マ
ジ
ッ
ク
に
、

子
ど
も
達
は
興
味
津
々
で
、
始
ま
る
前
か
ら
目
を
キ
ラ

キ
ラ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

開
演
時
は
、
液
体
の
色
が
変
わ
っ
た
り
、
お
札
の
種

類
が
変
わ
っ
た
り
す
る
様
々
な
マ
ジ
ッ
ク
を
目
の
前
で

披
露
し
て
い
た
だ
き
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク

体
験
で
は
、
毛
糸
の
色
が
一
瞬
で
変
わ
っ
た
り
、
輪
ゴ

ム
が
瞬
間
移
動
し
た
り
、
3
色
の
ク
リ
ッ
プ
の
色
を
見

ず
に
当
て
た
り
す
る
マ
ジ
ッ
ク
を
教
わ
り
、
教
わ
っ
た

マ
ジ
ッ
ク
と
同
じ
材
料
で
子
ど
も
達
は
う
れ
し
そ
う
に

マ
ジ
ッ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
タ
ネ
明
か
し
だ

け
で
な
く
、
マ
ジ
ッ
ク
時
の
心
構
え
や
、
見
抜
か
れ
な

い
ポ
イ
ン
ト
も
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
マ
ジ
シ
ャ

ン
と
い
う
職
業
に
興
味
を
持
つ
児
童
も
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
か
ら
は
、「
マ
ジ
ッ
ク
の
と
き
は
、
タ
ネ
が

わ
か
ら
な
い
様
に
、
面
白

い
顔
を
し
た
り
、
し
ゃ

べ
っ
た
り
し
て
観
客
の

気
を
そ
ら
す
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
た
」「
マ

ジ
ッ
ク
は
人
を
笑
顔
に

す
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
教
え
て
も
ら
っ
た

マ
ジ
ッ
ク
を
下
級
生
に

見
せ
て
、
喜
ば
せ
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

アジアンドラゴンの方との記念撮影

演奏の様子

手品のタネ明かしを聞く子ども達
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１　

は
じ
め
に

津
福
校
区
は
、
久
留
米
市
街
地
の
西
南
部
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
昭
和
5３
年
４
月
１
日
に
津
福
小
学
校
の
新

設
に
伴
い
、
鳥
飼
、
安
武
、
大
善
寺
、
荒
木
、
南
の
５

つ
の
小
学
校
か
ら
分
離
・
独
立
し
て
で
き
た
校
区
で

す
。
５
，
５
６
５
世
帯
、
１
２
，
３
０
６
人
。
自
治
会

数
は
11
。
津
福
小
学
校
児
童
数
６
５
３
人
。
高
齢
化
率

は
25
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
令
和
２
年
４
月
１

日
現
在
）

津
福
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、「
安
全
で
安
心
な
元

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
や

す
い
ま
ち
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
専
門
部

会
を
中
心
に
、
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特

に
、
子
ど
も
向
け
事
業
、
自
主
防
災
活
動
、
高
齢
社
会

に
向
け
て
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
お
け
る
具
体

的
な
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

２　

子
ど
も
の
育
成
に
お
け
る
具
体
的
な
活
動

⑴
津
福
校
区
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
（
子
ど
も
）
広
場

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
個
性
を
尊
重
し
、
そ
の
能
力

や
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
の
社
会
体
験
や
生
活

体
験
、
地
域
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
（
子
ど
も
）
広
場
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
コ
ー
ラ
ス
、
将
棋
、
ド
ラ
ム
、
皿

回
し
、
和
太
鼓
、
書
き
方
、
茶
道
、
民
謡
、
ス
ポ
ー
ツ
、

折
り
紙
の
12
の
教
室
が
あ
り
、
継
続
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
合
同
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
パ
ル
キ
ッ
ズ
久
留

米
大
学
（
主
に
小
学
生
を
対
象
に
、
勉
強
や
遊
び
な
ど

を
通
し
て
、
社
会
体
験
や
生
活
体
験
の
場
を
提
供
す
る

久
留
米
大
学
の
サ
ー
ク
ル
）
と
連
携
し
て
、
次
の
よ
う

な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
夏
休
み
宿
題
塾

夏
休
み
の
６
日
間
程
度
、
パ
ル
キ
ッ
ズ
の
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
夏
休
み
の
宿
題
等
の
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最
終
日
に
は
、
お
楽
し
み
の
行
事
と

し
て
、
そ
う
め
ん
流
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
子
ど
も
広
場
宿
泊
体
験

夏
休
み
中
に
、
市
内
の
公
共
施
設
を
利
用
し
て
、
１

泊
２
日
の
宿
泊
体
験
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
パ
ル
キ
ッ
ズ
の
メ
ン
バ
ー
が

連
携
し
て
、
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
地
へ

の
交
通
手
段
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
す
。
ま

た
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
で
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
買

い
物
を
し
、
調
達
し
た
も
の
を
使
っ
て
調
理
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
仲
間
同
士
の
絆

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

③
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会

12
の
教
室
で
活
動

し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
や
地
域
の
方
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
一
堂
に
集
ま

り
、
日
頃
の
学
び
を
発

表
す
る
場
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
教
室
で
学

ん
で
い
る
こ
と
を
説

明
し
た
り
、
実
演
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
お
楽
し
み
会
と
し
て
、
パ
ル

キ
ッ
ズ
の
メ
ン
バ
ー
が
ゲ
ー
ム
等
の
企
画
を
実
施
し
、

地
域
の
子
ど
も
と
大
人
が
繋
が
る
大
切
な
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。

和太鼓の演奏（クリスマス発表会）

社会教育情報

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
目
指
し
て

　
　
～
地
域
・
学
校
・
家
庭
等
と
の
連
携
～

久
留
米
市
津
福
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
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④
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

津
福
小
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
フ
ェ
ス
タ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
も
の
づ
く
り
ブ
ー
ス
、
飲
食

ブ
ー
ス
、
ま
た
、
働
く
ブ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
働

い
た
対
価
は
フ
ェ
ス
タ
の
中
で
買
い
物
が
で
き
る
仕
組

み
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

⑵ 

ト
ン
ト
（
津
福
校
区
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
）
の
取
組

ト
ン
ト
（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）
と
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ー
（
Ｔ
ｒ
ｅ

ａ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
）、
津
福
（
Ｔ
ｓ
ｕ
ｂ
ｕ
ｋ
ｕ
）
の
頭
文
字
を
取
っ

て
名
前
を
付
け
ま
し
た
。『
子
ど
も
は
地
域
の
宝
物
』

を
合
言
葉
に
、
地
域
・
津
福
小
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
協
議

会
を
つ
く
り
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
早
起
き
昔
あ
そ
び

毎
月
第
２
、
第
４
金

曜
日
の
８
時
～
８
時
2０

分
に
、
小
学
校
体
育
館

で
、
地
域
の
方
や
先

生
、
保
護
者
の
支
援
に

よ
り
、
コ
マ
回
し
、
お

は
じ
き
、
け
ん
玉
、
長

縄
、
竹
馬
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
昔
あ
そ
び
の

場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
毎
回
1
0
0
名
程
度
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

②
親
子
学
習
会

夏
休
み
期
間
に
、
親
子
一
緒
に
大
型
バ
ス
を
利
用
し

て
、
様
々
な
場
所
で
社
会
体
験
や
生
活
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
、
添
田
町
の
「
福
太
郎
め
ん
べ
い
工

場
」、
門
司
区
の
「
九
州
鉄
道
記
念
館
」
に
行
き
ま
し

た
。
福
太
郎
め
ん
べ
い
が
作
ら
れ
る
工
程
や
、
九
州
の

鉄
道
の
歴
史
を
学
び
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
で
の
運
転
体

験
な
ど
、
と
て
も
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

③
親
子
イ
ベ
ン
ト

毎
年
、
親
子
で
一
緒
に
体
験
で
き
る
学
習
活
動
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
21
家
族
5３
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
地
元
の
「
さ
く
ら
み
そ
食
品
（
株
）」
か
ら
講
師

を
招
き
、
み
そ
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
み
そ
作
り
の

後
に
は
、
ト
ン
ト
で
準
備
し
た
だ
ご
汁
を
食
べ
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

④
情
報
発
信

子
育
て
に
関
す
る
情
報
と
し
て
、「
ト
ン
ト
通
信
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。（
年
３
回
）

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
取
組
と
し
て
、
子

ど
も
が
自
分
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介

し
た
り
、「
子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
」
の
情
報
を

掲
載
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
育
て
中
の
親
が
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

⑶
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組

①
放
課
後
学
習
見
守
り

久
留
米
市
が
行
っ
て
い
る
「
学
力
ア
ッ
プ
推
進
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
放

課
後
学
習
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
金
曜
日
の

放
課
後
３０
分
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
希
望

す
る
小
学
２
年
生
を
対
象
に
、
算
数
の
基
礎
学
力
の
向

上
と
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
66
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
習
で
使

用
す
る
教
材
は
、
学
校
と
連
携
し
、
学
習
プ
リ
ン
ト
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

は
、
現
在
３０
名
程
度
が
登
録
し
て
お
り
、
毎
回
15
名
程

度
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

は
、
個
に
応
じ
た
指
導
や
プ
リ
ン
ト
の
採
点
な
ど
の
学

習
支
援
の
ほ
か
、
挨
拶
や
靴
を
そ
ろ
え
る
な
ど
、
生
活

習
慣
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

②
図
書
室
の
見
守
り

子
ど
も
た
ち
が
、
登
校
後
す
ぐ
に
図
書
室
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
毎
週
月
、
水
曜
日
の
７
時
３０
分
か
ら
８

時
３０
分
ま
で
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
小
学

校
図
書
室
を
開
け
、
読
書
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

３　

お
わ
り
に

同
じ
地
域
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
様
々
な
人
た
ち
が

相
互
の
親
睦
を
深
め
、
安
全
で
安
心
な
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
は
、
日
頃
か
ら

の
活
動
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
が
課
題
で
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
や
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
発
信
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

けん玉あそび（早起き昔あそび）
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新
し
い
時
代
を
拓
き
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
　
　��

　
　
～
春
日
学
術
研
究
会
の
取
組
～

福
岡
県
立
春
日
高
等
学
校　
　
　

は
じ
め
に

福
岡
県
立
春
日
高
等
学
校
で
は
、
将
来
国
際
社
会
で

活
躍
す
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
、
平
成
25
年
度
に

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
世
界
へ
跳
び
込
ん
で
み
よ
う
」
と
い

う
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
平
成
27
年
度
に
「
春
日
学
術
研
究
会
Ｋ
Ｉ
Ａ

（Kasuga Institute of Academ
ics

）」
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
現
在
は
、
理
系
の
学
問
分
野
を
探
究
す
る
Ｎ

Ｓ
Ｅ
（Natural Science and Engineering

）
コ
ー

ス
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
Ａ
Ｅ
（Advanced English

）
コ
ー
ス
の
２
つ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

１　

こ
れ
ま
で
の
取
組

⑴　

Ｎ
Ｓ
Ｅ
コ
ー
ス

検
定
受
検
の
ほ
か
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
九
州

大
学
の
事
業
を
活
用
し
、
生
徒
一
人
一
人
が
興
味
の
幅

を
広
げ
て
い
ま
す
。「
科
学
」「
数
学
」
な
ど
の
分
野
に

と
ら
わ
れ
ず
、
学
び
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
で
き
る
こ

と
が
特
長
で
す
。

特
に
、
本
年
度
は
Ａ
Ｅ
コ
ー
ス
と
の
コ
ラ
ボ
が
実
現

し
ま
し
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
の
論
題
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
関
わ
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
Ｎ
Ｓ
Ｅ

コ
ー
ス
の
生
徒
が
デ
ー
タ
収
集
の
一
端
を
担
い
ま
し

た
。
自
分
が
提
供
し
た
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
立
論
が
組
み
上
が
っ
て
い
く
場
面

に
出
会
い
、「
さ
ら
に
学
び
た
い
」
と
実
感
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
生
徒
の
要
望
に
応
え
る
形
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
技
術
開
発
に
つ
い
て
、「
消
毒
・
マ
ス

ク
・
換
気
」
の
感
染
対
策
を
施
し
た
上
で
、
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

２
学
期
は
大
学
の
事
業
を
活
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
を
受
け
た
り
、
研
究
室
訪
問
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
生
徒
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
ウ
イ
ル
ス
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
な
ど
、
話
題
性
の
あ
る

テ
ー
マ
を
選
び
ま
し

た
。
ま
た
、
隣
接
す
る

九
州
大
学
を
訪
問
し
、

研
究
室
の
見
学
・
講
義

受
講
を
し
ま
し
た
。

1０
月
に
は
、
材
料
科
学

研
究
室
を
訪
問
し
ま

し
た
。
生
徒
は
、
試
料

が
予
想
外
の
反
応
を

す
る
実
験
を
驚
き
の
表
情
で
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
生

徒
に
は
、
事
前
調
査
を
行
う
こ
と
と
、
事
後
に
活
動
内

容
を
記
録
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄
積
す
る
こ

と
を
ル
ー
ル
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
が
次
の
学
び
に
、
さ
ら
に
は
、
自
分
た
ち
が
生
き

て
い
く
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
気
づ
き
始
め

て
い
ま
す
。

九州大学訪問での実験

県立学校の
特色ある取組
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⑵　

Ａ
Ｅ
コ
ー
ス

週
２
回
の
活
動
で
、

主
に
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

を
行
い
、
平
成
29
年
度

か
ら
毎
年
、
福
岡
県
高

等
学
校
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
に
出
場
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
会
で

は
、
論
題
と
し
て
時
事
問
題
を
扱
う
高
度
な
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
の
で
、
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
・
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
臨
み
ま

す
。
令
和
元
年
度
の
第
18
回
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
Ａ
が

19
チ
ー
ム
中
６
位
、
英
語
科
設
置
校
を
除
く
と
１
位
と

い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
学
校
行
事
で
は
、
平
成

29
年
度
に
は
本
校
4０
周
年
記
念
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
大

舞
台
に
て
、
ま
た
、
平
成
３０
年
度
と
令
和
元
年
度
の
春

日
祭
（
文
化
祭
）
に
て
、
全
校
生
徒
の
前
で
英
語

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
３
密

対
策
と
し
てYouTube

で
配
信
し
ま
し
た
。
論
題
は

「Japanese governm
ent should ban production and 

sales of fossil-fueled cars, including hybrid cars, 

by 2035.

（
日
本
政
府
は
2
0
3
5
年
ま
で
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
を
含
む
化
石
燃
料
車
の
製
造
と
販
売
を
禁
止

す
べ
き
で
あ
る
。）」
で
す
。
ま
た
全
国
英
語
教
育
研
究

団
体
連
合
会
（
全
英
連
）
主
催
の
全
国
高
等
学
校
生
徒

英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
平
成
29
年
度
１
名
、
平
成

３０
年
度
２
名
、
令
和
元
年
度
２
名
が
入
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、国
際
的
な
視
野
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、九
州

大
学
総
合
理
工
学
府
外
国
人
留
学
生
会
（
K
I
I
S
A
）

の
協
力
を
得
て
、交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
国
の

国
際
化
の
現
状
に
つ
い
て
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
り
、
研
究
室
を
訪
問
し
実
験
を
見
学
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
春
日
祭
（
文
化
祭
）
で
は
、
英
語
デ
ィ

ベ
ー
ト
発
表
の
審
査
・
講
評
を
し
て
い
た
だ
き
、
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
過
去
４
年
間
に
交
流
に
参
加
し
た
留

学
生
の
出
身
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
15
か
国
を
数
え
ま
す
。
今
年
度
９
月
に
は
、

生
徒
１
名
が
、
自
粛
期
間
中
の
日
本
で
の
生
活
に
つ
い

て
、
留
学
生
の
２
名
と
Z
o
o
m
を
用
い
て
英
語
で
オ

ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。「
外
国

人
と
い
う
こ
と
で
真
っ
先
に
ア
ル
バ
イ
ト
先
か
ら
解
雇

さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
別
の
地
元
企
業
が
す
ぐ
に
雇
っ

て
く
れ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
航
空
業
界
を
志
望
す
る
本
校
生
徒
は
「
帰
国

時
に
乗
り
継
ぎ
し
や
す
い
フ
ラ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
要
望
を
受
け
ま
し
た
。
継
続
し

て
活
動
に
参
加
し
、
生
徒
の
経
年
変
化
を
知
る
留
学
生

も
多
い
た
め
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
研
究
者
や
教
育
者
を
目
指
す
高
い

志
を
持
っ
た
留
学
生
か
ら
、
大
学
や
大
学
院
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
キ
リ

ス
ト
教
な
ど
多
様
な
宗
教
的
背
景
を
持
つ
学
生
と
直
に

触
れ
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
多
文
化
共
生
社
会
に
必
要
な

異
文
化
理
解
の
素
養
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

２　

今
後
の
課
題

Ｎ
Ｓ
Ｅ
コ
ー
ス
で
は
探
究
活
動
を
積
み
重
ね
、
学
び

を
深
め
て
い
く
こ
と
を
、
Ａ
Ｅ
コ
ー
ス
で
は
デ
ー
タ
収

集
・
分
析
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｓ
Ｅ
コ
ー
ス
と
Ａ
Ｅ
コ
ー
ス
が
協
働
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
学
び
を
深
め
る
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
に
つ
い
て
、
校
内
で
発
表
し
た
り
、
身
に
付
け
た
力

を
活
か
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
春
日
高
校
全
体

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
で
す
。

お
わ
り
に

本
校
は
、
令
和
２
年
11
月
に
春
日
市
と
「
包
括
的
連

携
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。
春
日
市
と
多
様
な
分
野
で

連
携
・
協
力
し
、
将
来
の
地
域
社
会
を
担
う
人
材
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
た
小
中
学

生
へ
の
学
習
支
援
活
動
に
加
え
、
よ
り
広
範
囲
な
分
野

で
の
連
携
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
春
日
学
術
研
究
会

で
も
、
こ
の
連
携
・
協
働
の
中
で
ど
の
よ
う
な
活
動
が

で
き
る
か
、
模
索
中
で
す
。

ディベート大会
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地
域
に
根
ざ
す
学
校
づ
く
り

　
　�

～
連
綿
と
続
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
組
と
そ
の
成
果

福
岡
県
立
八
幡
工
業
高
等
学
校　
　
　

は
じ
め
に

本
校
は
創
立
85
周
年
を
迎
え
る
専
門
高
校
で
す
。
機

械
系
・
電
気
系
・
土
木
系
の
３
つ
の
系
が
あ
り
、
現
在
、

生
徒
約
６
０
０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
地
元
北
九
州

は
も
と
よ
り
、
全
国
で
日
本
の
産
業
を
支
え
る
人
材
の

育
成
を
目
標
に
、
日
々
の
学
習
を
通
し
て
技
能
・
技
術

の
習
得
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
地
域
に
根
ざ
す
学
校

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

平
成
３
年
に
文
部
省
か
ら
「
社
会
福
祉
協
力
校
」
の

指
定
を
受
け
、
現
在
は
「
未
来
を
作
る
人
材
育
成
事

業
」
と
し
て
、
産
学
官
連
携
し
て
の
地
域
貢
献
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
か
ら
「
令
和

元
年
度
未
来
を
つ
く
る
若
者
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
回
は
八
工
（
は
ち
こ
う
）（
注
１
）
が
四
半
世
紀

を
超
え
て
活
動
し
て
き
た
地
域
貢
献
事
業
と
地
域
連
携

事
業
の
２
つ
を
御
紹
介
し
ま
す
。

注
１　

八
工
（
は
ち
こ
う
）
…
八
幡
工
業
高
校
の
略
称

１　

こ
れ
ま
で
の
取
組

⑴　

地
域
貢
献

事
業地

元
に
愛
さ

れ
る
学
校
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、

地
域
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
、

北
九
州
市
と
連

携
・
協
力
し
て
、

様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
か
つ

て
長
崎
街
道
の
宿

場
町
で
あ
っ
た
地

元
黒
崎
で
開
催
さ

れ
る
「
黒
崎
宿
場

ま
つ
り
」
に
は
、

学
校
紹
介
ブ
ー
ス

を
出
店
し
た
り
、

街
道
を
飾
る
灯
籠

を
生
徒
が
製
作
し

た
り
と
、
も
の
づ

く
り
の
技
術
を
生

か
す
貢
献
が
で
き
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
畳
１
枚
分
の

大
き
さ
の
ベ
ニ
ヤ
板
１
２
０
枚
で
城
の
パ
ネ
ル
を
製
作

し
た
「
黒
崎
一
夜
城
」
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
番
組
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も

駅
前
や
近
隣
商
店
街
を
飾
る
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

県立学校の
特色ある取組

灯篭黒崎宿場まつり

黒崎一夜城
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シ
ョ
ン
製
作
や
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
行
事
で

は
、
会
場
設
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

地
域
連
携
事
業

学
校
周
辺
の
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
高
齢
者
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
と
も
連
携
し
て
地
域
と
関
わ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
学
校
周
辺
に
は
約

２
０
０
世
帯
の
独
居
高
齢
者
が
在
住
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
高
齢
者
世
帯
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、「
お
年

寄
り
助
け
隊
」
と
称
し
て
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
工
業
高
校
で
習
得

し
た
知
識
・
技
術
を
生
か
し
て
、
高
齢
者
宅
の
補
修
や

電
気
機
器
の
修
理
、
庭
や
外
構
の
整
備
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
近
隣
の
市
民
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
事
業
の
案
内

を
し
て
お
り
、

年
々
依
頼
者
も

増
え
て
き
ま
し

た
。
参
加
し
た

生
徒
は
、
高
齢
者

と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
思
い

や
り
の
心
や
、
感

謝
さ
れ
る
こ
と

で
自
尊
感
情
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
年
前
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
通
称

「
八
工
ハ
ッ
チ
」
の
着
ぐ
る
み
を
生
徒
自
ら
製
作
し
、

校
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
P
R
活
動
に
努
め
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
、
工
業
高
校
で
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、「
八
工
ハ
ッ
チ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
長
年
、「
洞
南
健
児

教
室
」
と
の
名
称
で
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
近
隣
小
学

生
を
対
象
に
学
校
開
放
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
継
と
し
て
開
講
す
る
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
受
講
対
象
を
限
定
せ
ず
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
方
を
対
象
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
八
工
の
生
徒
が
指
導
の
補
助
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
工
業
高
校
で
の
学
び
を
伝

え
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
日
頃
の
授
業
で
学
ん
で
い
る

安
全
の
大
切
さ
、
技
術
を
指
導
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、

作
品
が
で
き
上
が
っ
て
い
く
喜
び
等
を
感
じ
取
る
な

ど
、
自
身
の
学
び
の
深
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

２　

今
後
の
取
組
と
課
題

⑴　

 

八
工
ハ
ッ
チ
製
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
着
ぐ

る
み
製
作
交
流

八
工
ハ
ッ
チ
の
着
ぐ
る
み
を
製
作
し
た
技
術
を
他
校

の
生
徒
に
指
導
す
る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
伝
え
ま
す
。
そ
こ
で
他
校
生
徒
と
の
交
流
が
生
ま

れ
、
近
隣
の
学
校
が
連
携
し
て
地
域
で
の
活
動
を
さ
ら

に
活
発
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

一
つ
の
高
校
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
い
く
つ
か

の
学
校
が
集
ま
れ
ば
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

⑵　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
来
年
度
に
向
け
た
取
組

「
お
年
寄
り
助
け
隊
」
や
「
八
工
ハ
ッ
チ
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
様
々
な
制
約
の
あ
る
環
境
で
、
ど
の
よ
う

な
活
動
が
で
き
る
の
か
、
新
た
な
生
活
様
式
に
対
応
し

た
形
で
の
取
組
を
今
後
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

昨
年
度
は
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
変
化
し
て
ゆ
く
社

会
情
勢
に
対
応
し
な
が
ら
、
継
続
し
て
、
地
域
に
根
ざ

し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
、
ま
た
、「
も
の
づ

く
り
」
教
育
を
通
し
た
「
ひ
と
づ
く
り
」
で
地
域
連
携

を
強
化
し
、
学
校
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

八工ハッチの着ぐるみ
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は
じ
め
に

創
立
３8
年
を
迎
え
た
本
校
は
、「
向
学
・
忍
耐
・
敬

愛
」
の
校
訓
を
教
育
の
理
念
と
し
、
生
徒
の
生
活
習
慣

の
指
針
と
し
て
「
不
易
五
項
目
」（
挨
拶
の
励
行
・
掃

除
の
徹
底
・
も
の
を
大
切
に
す
る
・
時
間
厳
守
・
話
を

謙
虚
に
聞
く
）
を
掲
げ
、
こ
れ
を
日
々
実
践
す
る
こ
と

で
、「
志
を
持
っ
て
意
欲
的
に
学
び
、
自
立
心
と
思
い
や

り
の
心
を
持
つ
た
く
ま
し
い
生
徒
」
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

１　

こ
れ
ま
で
の
取
組

⑴
研
究
テ
ー
マ
設
定
の
理
由

研
究
テ
ー
マ
設
定
に
当
た
り
、
生
徒
の
実
態
や
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
今
後
の
改
善
点
に
つ
い
て
分
析
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
側
の
改
善
点
と
し
て
は
、
与
え
ら
れ

た
学
習
課
題
等
に
つ
い
て
は
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
て

い
る
の
で
、
さ
ら
に
自
ら
率
先
し
て
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ

り
、
教
員
側
の
改
善
点
と
し
て
は
、
生
徒
の
理
解
度
・

課
題
に
つ
い
て
把
握
し
て
「
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
」

授
業
の
手
法
が
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
研
究

の
テ
ー
マ
を
「
振
り
返
り
を
通
し
て
自
立
し
た
学
習
者

を
育
て
る
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
～
」
と

し
、
振
り
返
り
を
通
し
て
生
徒
が
自
身
の
理
解
度
や
問

題
点
に
気
づ
く
機
会
を
設
け
る
等
、
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま

し
た
。

⑵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　
　

授
業
改
善
を
学
校
全
体
の
取
組
に
す
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
ま
し
た
。
各
教
科
か
ら
１

人
ず
つ
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
研
究
の

主
旨
に
基
づ
い
た
授
業
改
善
を
教
科
に
特
化
し
た
、
よ

り
具
体
的
か
つ
実
践
的
内
容
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

⑶
相
互
授
業
参
観

相
互
授
業
参
観
の
取
組
は
、
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る

「
振
り
返
り
を
通
し
て
自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る
～

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
～
」
を
参
観
の
視
点
と

し
て
設
定
し
、
教
員
が
相
互
に
授
業
を
参
観
す
る
こ
と

で
、
研
究
実

践
の
検
証
に

つ
な
げ
る
よ

う
に
し
ま
し

た
。
ど
の
よ

う
な
内
容
で

授
業
を
実
践

す
る
か
を
事

前
に
全
て
の

教
員
で
共
有

で
き
る
よ
う

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
実
践

　
振
り
返
り
を
通
し
て
自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る�

～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
～

福
岡
県
立
中
間
高
等
学
校　
　
　

ＩＣＴを活用した授業
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に
、
職
員
室
に
掲
示
し
ま
し
た
。
参
観
は
、「
相
互
授
業

参
観
用
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
注
１
）」
評
価
の
記
入
と

授
業
者
は
、「
Ｙ
Ｗ
Ｔ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
注
２
）」
を

活
用
し
、
授
業
改
善
の
取
組
の
成
果
と
課
題
を
整
理
し

や
す
く
し
、
次
の
授
業
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

注
１　

 

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
…
生
徒
の
学
習
評
価
を
行
う
際

の
評
価
の
観
点
と
そ
の
基
準
を
書
い
た
評
価
基

準
表
の
こ
と
。

注
２　

 

Y
W
T
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
…
日
本
能
率
協
会

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
提
唱
し
た
振
り
返
り
の

手
法
。（
Y
や
っ
た
こ
と
　
W
わ
か
っ
た
こ
と
　

T
次
に
や
る
こ
と
）

２　

今
後
の
取
組
と
課
題

⑴
成
果
に
つ
い
て

「
新
た
な
学
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
推
進
し
て
い
く

に
当
た
り
、
全
て

の
教
員
が
振
り
返

り
を
取
り
入
れ
た

授
業
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
生
徒
の
変
化

か
ら
授
業
改
善
の

効
果
を
実
感
で
き

た
と
い
う
意
見
が
多
く
の
教
科
か
ら
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、
次
の
３
つ
で
す
。
１
つ

は
生
徒
の
学
習
内
容
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
、
２
つ

は
授
業
に
対
す
る
積
極
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
３
つ
は

次
の
学
習
や
発
表
に
向
け
て
学
習
意
欲
の
高
ま
り
が
見

ら
れ
た
こ
と
で
す
。

⑵
課
題
に
つ
い
て

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
次
の
３
つ
で

す
。
１
つ
は
、
振
り
返
り
を
行
う
頻
度
と
時
間
に
関
す

る
こ
と
で
す
。
振
り
返
り
に
時
間
が
か
か
り
、
毎
時
間

振
り
返
り
シ
ー
ト
を
記
入
さ
せ
る
こ
と
は
、
厳
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
２
つ
は
、
振
り
返
り
を
行
う

際
の
観
点
に
関
す
る
も
の
で
す
。
教
科
科
目
ご
と
に
、

観
点
を
吟
味
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
見
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。
３
つ
は
、
生
徒
同
士
の
ペ
ア
や
グ

ル
ー
プ
で
振
り
返
り
を
行
う
際
の
生
徒
間
の
理
解
度
や

自
己
評
価
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
で
す
。
教
員
の
評
価

と
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
や
、
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低

い
生
徒
に
対
し
て
の
対
処
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
が
り

ま
し
た
。

⑶
次
年
度
に
向
け
て

①
生
徒
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

自
立
し
た
学
習
者
と
な
る
価
値
や
振
り
返
り
活
動
の

意
義
に
つ
い
て
、
生
徒
に
更
に
周
知
し
、
生
徒
の
振
り

返
り
の
取
組
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

② 

振
り
返
り
の
場
面
の
統
一
と
振
り
返
り
シ
ー
ト
の

作
成

考
査
後
等
、
全
て
の
教
科
科
目
で
統
一
し
て
振
り
返

り
を
行
う
場
面
を
設
定
し
、
使
用
で
き
る
振
り
返
り

シ
ー
ト
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
授
業
参
観
用
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
見
直
し

自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る
振
り
返
り
を
意
図
し

た
、
よ
り
活
用
し
や
す
い
も
の
に
改
善
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

研
究
主
題
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
に
向
け
、
全
教
員

で
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
１
人

の
１
０
０
歩
よ
り
全
員
の
１
歩
を
大
切
に
し
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

授業でのグループワーク
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「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に

関
す
る
調
査
」
結
果
と
今
後
の
取
組

義
務
教
育
課

○　

は
じ
め
に

児
童
生
徒
の
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
文
部
科
学
省
の
「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不

登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
」
に
よ

り
把
握
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
本
県
に
お
け
る
生
徒
指

導
・
教
育
相
談
の
施
策
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
令
和
元
年
度
の
県
内
公
立
小
・
中
学
校

に
お
け
る
「
暴
力
行
為
」「
い
じ
め
」「
不
登
校
」
の
調

査
結
果
と
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

１　

暴
力
行
為
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

暴
力
行
為
は
、「
対
教
師
暴
力
」「
生
徒
間
暴
力
」

「
対
人
暴
力
」「
器
物
損
壊
」
の
４
形
態
に
つ
い
て
調
査

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
小
・
中
学
校
の
発
生
件
数
は
合

計
１
２
０
６
件
で
、
前
年
度
よ
り
１
３
０
件
減
少
し
て

い
ま
す
。

小
学
校
は
４
３
８
件
で
、
前
年
度
よ
り
４
件
減
少

し
、
中
学
校
は
７
６
８
件
で
、
前
年
度
よ
り
１
２
６
件

減
少
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
共
に
発
生
件
数
が
減
少
し
て
い
る
の

は
、
全
教
職
員
の
共
通
理
解
・
共
通
実
践
に
基
づ
く
規

範
意
識
の
醸
成
や
校
内
規
律
に
関
す
る
指
導
が
充
実
し

て
き
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
県
の
児
童
生
徒
１
０
０
０
人
当
た
り
の
暴
力
行
為

の
発
生
件
数
は
、
図
１
に
示
す
と
お
り
、
小
・
中
学
校

と
も
に
全
国
よ
り
低
い
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

暴
力
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
児
童
生

徒
一
人
一
人
が
存
在
感
を
も
ち
、
共
感
的
人
間
関
係
を

育
み
、
自
己
決
定
の
場
を
も
つ
よ
う
な
教
育
活
動
を
推

進
し
、
児
童
生
徒
の
自
己
指
導
能
力
を
育
成
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
が
良
好
な
人
間
関
係

を
築
く
た
め
に
必
要
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
高
め
る

指
導
や
、
児
童
生
徒
相
互
が
学
び
合
う
グ
ル
ー
プ
学

習
、
自
己
有
用
感
を
感
じ
さ
せ
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活

動
、
道
徳
の
時
間
を
中
心
と
し
た
心
の
教
育
等
を
学
校

と
し
て
組
織
的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
効

果
的
で
す
。

暴
力
行
為
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全
教

職
員
が
協
力
し
一
貫
し
た
指
導
を
粘
り
強
く
行
う
な
ど

毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
再
発
防
止
に
向
け
児
童
生
徒
の
内
面
に
迫
る
指
導

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
学
校
の
秩
序
を
乱
し
、
他
の
児
童
生
徒
の
学

習
を
妨
げ
る
暴
力
行
為
に
対
し
て
は
、
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
学
べ
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
十
分
な
教
育

的
配
慮
の
下
、
警
察
及
び
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し

た
取
組
、
出
席
停
止
や
懲
戒
等
の
措
置
を
行
う
な
ど
、

個
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

２　

い
じ
め
の
問
題
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
合
計

１
１
３
９
２
件
で
、
前
年
度
よ
り
７
９
９
件
増
加
し
て

い
ま
す
。

小
学
校
は
８
６
１
６
件
で
、
前
年
度
よ
り
４
７
８
件

増
加
し
ま
し
た
。
中
学
校
は
２
７
７
６
件
で
、
前
年
度

よ
り
３
２
１
件
増
加
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
共
に
認
知
件
数
が
増
加
し
た
の
は
、
各

学
校
が
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
で
定
め
ら
れ
た
定
義

に
基
づ
き
、
初
期
段
階
の
も
の
も
含
め
て
積
極
的
に
認
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図1　1000人当たりの暴力
　　　行為の発生件数の推移

※ 福岡県・全国共に公立学校

全　国（小） 全　国（中）
福岡県（小） 福岡県（中）
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知
し
、「
い
じ
め
は
ど
の
子
供
に
も
、
ど
の
学
校
で
も
起

こ
り
う
る
」
と
の
危
機
意
識
を
も
ち
、
軽
微
な
事
案
も

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
た
結
果
で
す
。

本
県
の
児
童
生
徒
１
０
０
０
人
当
た
り
の
い
じ
め
の

認
知
件
数
は
、
図
２
に
示
す
と
お
り
、
全
国
よ
り
低
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

１
０
０
０
人
当
た
り
の
い
じ
め
認
知
件
数
が
、
全
国

よ
り
低
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
の
き
め
細
か
な

未
然
防
止
、
早
期
発
見
の
取
組
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
じ
め
そ
の
も
の
の
発
生
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、「
い
じ
め

は
ど
の
子
供
に
も
、
ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
う
る
」
こ

と
を
再
度
認
識
し
、
児
童
生
徒
の
生
活
や
人
間
関
係
の

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
、
い
じ
め
に
特
化
し
た
無
記

名
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
校
生
活
・
環
境
多
面
調
査
等
の
調

査
や
教
育
相
談
の
計
画
的
な
実
施
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
平
成

３０
年
３
月
に
最
終
改
訂
し
た
「
福
岡
県
い
じ
め
問
題
総

合
対
策
」
に
基
づ
き
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
教
育
活
動

の
推
進
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
と
継
続
的

指
導
の
充
実
、
地
域
・
家
庭
・
関
係
機
関
と
の
密
接
な

連
携
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。　

市
町
村
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
「
市
町
村
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
」
の
改
定
、「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
」
等
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

ま
た
、
県
内
全
て
の
公
立
小
・
中
学
校
が
「
学
校
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、「
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
の
た
め
の
組
織
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
方
針
等
に
基
づ
き
、
学
校
は
も
ち

ろ
ん
、
家
庭
・
地
域
、
関
係
機
関
等
が
連
携
し
、
い
じ

め
の
防
止
、
早
期
発
見
、
い
じ
め
に
対
す
る
措
置
に
つ

い
て
、
社
会
総
が
か
り
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３　

不
登
校
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
合
計

８
５
９
５
人
で
、
前
年
度
よ
り
１
３
８
０
人
増
加
し
て

い
ま
す
。

小
学
校
は
２
７
０
６
人
で
、
前
年
度
よ
り
６
８
１
人

増
加
し
、
中
学
校
は
５
８
８
９
人
で
、
前
年
度
よ
り

６
９
９
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
共
に
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
国
と
同
じ
傾
向
で
す
。

本
県
の
児
童
生
徒
１
０
０
０
人
当
た
り
の
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
、
図
３
に
示
す
と
お
り
、
平
成
３０
年
度
に

引
き
続
き
、
小
・
中
学
校
と
も
に
全
国
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

不
登
校
に
つ
い
て
は
、「
ど
の
子
供
に
も
起
こ
り
う

る
」
と
い
う
基
本
認
識
に
立
ち
、
地
域
や
関
係
機
関
等

と
連
携
し
、
児
童
生
徒
及
び
家
庭
へ
の
働
き
か
け
や
支

援
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
、
心
理

や
福
祉
の
専
門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
て
、
心
の

安
定
を
図
っ
た
り
、
福
祉
関
係
の
諸
機
関
と
連
携
し
、

生
活
環
境
の
改
善
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
不
登
校

の
解
消
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
県
で
は
、
※
「
福
岡
ア
ク
シ
ョ
ン
３
」、「
不
登
校

対
応
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
」
な
ど
の
組
織
的
な
取
組
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
を
活
用
し
た
教
育
相

談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
兆
候
を
示
し
た
児
童
生
徒
に
対
し
て

も
、
早
期
か
ら
組
織
的
に
対
応
し
、
不
登
校
を
生
じ
さ

せ
な
い
取
組
が
重
要
で
す
。

○　

お
わ
り
に

生
徒
指
導
を
、
総
合
的
・
組
織
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
授
業
を
含
む
教
育
活
動
・
指
導
計
画
の
更

新
と
実
施
に
伴
う
評
価
が
重
要
で
す
。
各
学
校
に
お
い

て
は
、「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
や
、
生
徒
指
導

に
関
す
る
取
組
等
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
―
実
行
―
点
検

―
改
善
）
サ
イ
ク
ル
で
常
に
見
直
し
、
児
童
生
徒
に

と
っ
て
効
果
的
な
取
組
へ
と
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

※ 

「
福
岡
ア
ク
シ
ョ
ン
３
」
と
は
、
不
登
校
対
策
の
３
つ
の
視
点

（
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
）
に
基
づ
き
、
学
校
で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
整

理
し
た
も
の
で
す
。
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※ 福岡県は公立学校、全国は国公私立学校

図２　1000人当たりのいじめ
　　　認知件数の推移

全　国（小） 全　国（中）
福岡県（小） 福岡県（中）
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※ 福岡県は公立学校、全国は国公私立学校

図３　1000人当たりの不登校
　　　児童生徒数の推移

全　国（小） 全　国（中）
福岡県（小） 福岡県（中）
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イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
ふ
く
お

か
教
育
月
間
」
と
し
、
県
民
の
皆
様
に
子
ど
も
た
ち
の

教
育
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
生
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ミ
ラ
イ
ル
」

を
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ラ
イ
ル
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
羽
ば
た
く
子
ど
も

た
ち
の
「
翼
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
妖
精
で
す
。

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
制
作
者
で
、
福
岡
県
在
住
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー　

谷
口　

亮　

氏
に
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

名
前
は
、
県
民
の
皆
様
に
公
募
し
、
5
0
0
件
近
い

応
募
の
中
か
ら
、
福
岡
市
立
田
隈
中
学
校
３
年
生　

田

中　

亜
弥　

さ
ん
が
考
え
た
「
ミ
ラ
イ
ル
」
に
決
定
し

ま
し
た
。
笑
顔
（
ス
マ
イ
ル
）
が
溢
れ
る
未
来
（
ミ
ラ

イ
）
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

ミ
ラ
イ
ル
は
、
県
教
育
委
員
会
以
外
の
団
体
等
で
も

使
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
「「
ふ
く
お
か
教
育
月
間
」
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使
用
取
扱
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【ポーズ集】

ふ
く
お
か
教
育
月
間
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ミ
ラ
イ
ル
」
の
紹
介

総
務
企
画
課

県ホームページ「ふくおか教育月間」について
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/kyouikugekkan.html
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あ
な
た
の
学
校
や
地
域
に
体
験
活
動
を
届
け
た
い
！

ふ
く
お
か
体
験
活
動
出
前
隊

は
じ
め
に

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
で
、
青
少
年
教
育
施
設
を
利
用
し
た
宿
泊
体
験
学
習

が
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
中
止
、
延
期
も
し
く
は
内
容
の

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
県
立
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
、
英
彦
山
青
年
の
家
、
少
年
自
然
の
家
「
玄

海
の
家
」
が
共
同
で
「
ふ
く
お
か
体
験
活
動
出
前
隊
」

事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
派
遣
依
頼

の
あ
っ
た
学
校
や
地
域
に
施
設
職
員
が
出
向
き
、
体
験

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
、
国
立
夜
須
高

原
青
少
年
自
然
の
家
と
も
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
の
募
集
開
始
と
同
時
に
多
く
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
5０
以
上
の
学
校
・
団
体
か
ら

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学
校
等
の
求
め
に

応
じ
て
、
仲
間
づ
く
り
や
野
外
炊
飯
、
ク
ラ
フ
ト
活
動

等
子
ど
も
た
ち
を
直
接
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

各
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
主
な
活
動

⑴　

県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

同
施
設
で
は
、
福
岡
市
内
の
小
学
校
に
出
向
き
、
焼

き
芋
体
験
、
仲
間
づ
く
り
体
験
を
提
供
し
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
タ
ー
タ
ー
や
簡
易
か
ま
ど
を
使
っ
た
焼

き
芋
体
験
は
、
ど
れ
も
子
ど
も
達
に
と
っ
て
初
め
て
の

体
験
で
、「
火
が
消
え
そ
う
だ
け
ど
大
丈
夫
か
な
」「
火

が
大
き
す
ぎ
る
！
あ
つ

い
！
」
と
、
火
力
の
調
節

に
苦
労
し
な
が
ら
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

⑵　

県
立
英
彦
山
青
年
の
家　
　
　
　

同
施
設
で
は
、
小
学
校
を
中
心
に
出
向
き
、
野
外
調

理
や
英
彦
山
の
枝
木
を
使
っ
た
写
真
立
て
作
り
、
仲
間

づ
く
り
体
験
等
を
提
供
し
ま
し
た
。
特
に
、
野
外
調
理

で
は
、
杉
の
葉
や
枝
を
使
っ
た
火
起
こ
し
体
験
を
行

い
、
そ
の
火
を
使
っ
て
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
作
り
や
カ
レ
ー

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
自

然
体
験
活
動
を
通
し
て
、
仲

間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
協

力
し
て
取
り
組
む
姿
が
多

く
見
ら
れ
、
絆
の
深
ま
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

⑶　

県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

同
施
設
で
は
、
糟
屋
郡
内
の
小
学
校
で
実
施
さ
れ
た

「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
の
中
で
、
防
災
に
つ
い
て
体
験
を

通
し
て
学
ぶ
「
玄
海
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
提
供
し

ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
段
ボ
ー
ル

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ

た
避
難
所
づ
く
り
体
験
や

牛
乳
パ
ッ
ク
食
器
づ
く
り
、

防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
等
の
活

動
を
通
し
て
学
び
を
深
め
、

「
も
し
も
の
時
に
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

子
ど
も
の
頃
の
体
験
は
豊
か
な
人
生
の
基
盤
に
な
り

ま
す
。
次
年
度

も
本
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
御
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
本
事
業
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て

は
ふ
く
お
か
社
会
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.fsg.pref.fukuoka.jp/

福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

焼き芋体験写真立て作り

避難所づくり体験
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「
多
文
化
共
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
」
の
取
組

福
津
市
立
福
間
小
学
校　
　
　

は
じ
め
に

福
間
中
学
校
区
（
福
間
小
、
福
間
南
小
、
福
間
中
）

で
は
、「
福
津
を
愛
し
、
健
や
か
で
、
未
来
に
向
け
て
意

欲
的
に
学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
」
を
共
通
の
教
育
目
標
に

設
定
し
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
３０
年
度
か
ら
２
年

間
、
文
部
科
学
省
の
「
人

権
教
育
研
究
指
定
校
事

業
」
を
受
け
、
外
国
人
に

関
す
る
人
権
課
題
の
解
決

に
向
け
た
効
果
的
な
指
導

方
法
を
研
究
・
実
践
し
、

そ
れ
ら
を
位
置
付
け
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
取
組
を

次
に
示
し
ま
す
。

１　

研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て

福
間
小
学
校
区
は
現
在
人
口
が
急
増
し
、
校
区
内
に

は
様
々
な
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
が
在
籍
し
て
お

り
、
数
名
の
子
ど
も
た
ち
が
日
本
語
指
導
を
受
け
て
い

ま
す
。
日
常
会
話
や
学
習
言
語
、
日
本
文
化
や
風
習
等

を
毎
週
の
指
導
で
学
び
、
児
童
の
学
校
生
活
や
日
常
生

活
で
の
不
安
感
の
解
消
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
文
化
の
違
い
に
よ
る
す
れ
違
い
や
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
依
然
と
し
て
課
題
も
あ
り
、
違
い
を
認
め
、

互
い
の
人
権
を
大
切
に
し
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
こ
う

と
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
研
究
や
実
践
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
研
究
テ
ー
マ
を
「
外
国
に
ル
ー
ツ
を

も
つ
児
童
を
取
り
巻
く
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
た
共

生
で
き
る
児
童
を
育
て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
係
る

研
究
」
に
設
定
し
ま
し
た
。

２　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
つ
い
て

２
年
間
の
研
究
で
、
全
学
年
に
位
置
付
け
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
下
記
に
示
す
の
は
、
２

年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例
で
、
★
は
実
践
し
た
授
業
モ

デ
ル
で
す
。
多
文
化
共
生
の
理
解
を
促
す
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
、
関
係
す
る
教
科
等
に
お
い
て
、
効
果
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
文
化
共
生
の
理

解
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、「
出
会
い
の
活
動
」
を
教
科

等
横
断
的
に
、
そ
し
て
系
統
的
に
全
学
年
に
位
置
付
け

ま
し
た
。「
出
会
い
の
活
動
」
と
は
、
児
童
が
外
国
の

文
化
の
よ
さ
を
知
る
た
め
に
、
外
国
の
方
や
外
国
に
住

ん
だ
経
験
が
あ
る
日
本
の
方
を
学
校
に
招
い
て
、
現
地

の
学
校
生
活
や
食
べ
物
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た

り
、外
国
の
遊
び
を
体
験
し
た
り
す
る
学
習
活
動
で
す
。

次
頁
に
多
文
化
共
生
の
授
業
モ
デ
ル
と
「
出
会
い
の

活
動
」
の
概
要
を
載
せ
て
い
ま
す
。

写真１　学校全景

特色ある
学校教育活動

２ カリキュラム開発について

２年間の研究で、全学年に位置付けるカリキュラムを開発しました。下記に示すのは、

２年生のカリキュラム例で、★は実践した授業モデルです。多文化共生の理解を促すこと

をねらいとして、関係する教科等において、効果的に指導を行っています。さらに、多文

化共生の理解につながるように、「出会いの活動」を教科等横断的に、そして系統的に全

学年に位置付けました。「出会いの活動」とは、児童が外国の文化のよさを知るために、

外国の方や外国に住んだ経験がある日本の方を学校に招いて、現地の学校生活や食べ物な

どについて話を聞いたり、外国の遊びを体験したりする学習活動です。

次頁に多文化共生の授業モデルと「出会いの活動」の概要を載せています。

多文化共生の授業モデルと「出会いの活動」

その他、多文化共生に関連する教科等及び「出会いの活動」

学年 月 教科等   多文化共生の授業モデル 「出会いの活動」

２年 ５ ＜音楽＞

うたでともだちの

わを広げよう

７ りつとにじのたね

９ ながいながいつうがくろ

10 ＜音楽＞

ひょうしをかんじ

てリズムをうとう

ひろいせかいのたくさんの人たちと

（国際理解・国際親善）★

外国の方に聞いてみよう 

12 

１ ＜国語＞

おにごっこ

いろいろな国の遊び

２ ＜国語＞

スーホーの白い馬

３ モンゴルの文化に触れよう

2 年生のカリキュラム例 

多文化共生の授業モデルと「出会いの活動」
その他、多文化共生に関連する教科等及び「出会いの活動」

2年生のカリキュラム例
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【
主
題
名
】「
ひ
ろ
い
せ
か
い
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
」

【
ね
ら
い
】

　

 　

世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
々
や
文
化
に
親
し
も
う
と
す
る
心
情
を
育
て
る
。

　

（
人
権
教
育
を
通
じ
て
育
て
た
い
資
質
・
能
力
「
価
値
的
・
態
度
的
側
面
」）　　

　

 　

人
々
の
文
化
に
は
多
様
性
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
と
も
に
生
き
よ
う
と
す
る
心
を
育
て
る
。

【
学
習
活
動
】

　

①
「
ひ
ろ
い
せ
か
い
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

　

②
ほ
か
の
国
の
文
化
や
伝
統
の
文
化
を
知
る
大
切
さ
を
話
し
合
う
。

　
　

外
国
の
食
文
化
の
紹
介

　
　

・
日
本
の
食
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
や
違
う
と
こ
ろ
を
挙
げ
る
。　
　

　
　

・
世
界
の
3
大
食
法
を
知
る
。

　

③ 

「
た
け
し
」
が
な
ぜ
、「
う
れ
し
い
」「
お
も
し
ろ
い
」「
び
っ
く
り
し
た
」
と

思
っ
た
の
か
を
考
え
交
流
す
る
。

　

④
ほ
か
の
国
の
文
化
や
伝
統
を
知
る
大
切
さ
を
話
し
合
う
。

　

⑤
ま
と
め

　

⑥
振
り
返
り

【
活
動
の
様
子
】

　

○ 

外
国
の
食
文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
た
こ
と
で
、「
違
う
こ
と
が
面
白
い
」
と

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
児
童
が
多
く
い
た
。
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い

た
箸
の
文
化
も
、
世
界
で
見
る
と
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
た
。

【
ま
と
め
】

　

○ 

日
本
で
は
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
外
国
で
は
そ
う
で
は
な

か
っ
た
り
、
国
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
違
っ
た
り
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
本
学
習
の
成
果
と
言
え
る
。

【
題
材
名
】「
外
国
の
方
に
聞
い
て
み
よ
う
」（
写
真
２
）

【
ね
ら
い
】

　

 　

日
本
に
住
む
外
国
の
方
と
の
交
流
を
通
し
て
、
外
国
の
方
か
ら
見
た
日
本
と

の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
話
を
聴
き
、
外
国
の
方
の
感
じ
方
や
考
え
方
に
ふ
れ

て
共
感
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
人
権
教
育
を
通
じ
て
育
て
た
い
資
質
・
能
力
「
価
値
的
・
態
度
的
側
面
」）　　
　

　
　

他
者
に
興
味
関
心
を
持
ち
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
。

【
学
習
活
動
】

　

①
あ
い
さ
つ

　

②
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
以
下
、
Ｇ
Ｔ
）
の
紹
介

　

③
自
分
の
国
と
日
本
と
の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
の
話

　
　

・
日
本
の
文
化
で
驚
い
た
こ
と
（
自
分
の
国
と
の
違
い
を
入
れ
な
が
ら
）　　

　
　

・
日
本
の
文
化
で
す
て
き
だ
な
と
思
っ
た
こ
と

　
　

・
日
本
で
困
っ
た
こ
と

　

④
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
（
そ
の
国
の
あ
そ
び
）

　
　

・
ジ
ェ
ン
ズ
（
羽
根
蹴
り
）
の
実
演
（
写
真
３
）
及
び
体
験

　

⑤
質
問
タ
イ
ム

　

⑥
振
り
返
り

【
活
動
の
様
子
】

　

○ 

Ｇ
Ｔ
に
来
て
い
た
だ
き
、
外
国
と
日
本
の
違
い
に
つ
い
て
驚
い
た
こ
と
や
す

て
き
に
感
じ
た
こ
と
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
、
ジ
ェ
ン
ズ
（
羽
根
蹴

り
）
の
体
験
が
あ
っ
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
て
、
蹴
り
上
げ
る
動
作
に
難
し

さ
を
感
じ
て
い
た
が
、
う
ま
く
い
く
と
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
。

【
ま
と
め
】

　

○ 
Ｇ
Ｔ
か
ら
直
接
話
を
聴
い
て
、
改
め
て
日
本
と
外
国
の
文
化
の
違
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

○ 
外
国
の
遊
び
を
G
T
と
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
で
、「
外
国
の
方
と
も
っ
と

関
わ
り
た
い
」、「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
い
う
興
味
関

心
の
幅
が
広
が
っ
た
。

〈
授
業
モ
デ
ル
（
２
年
生 

道
徳
科
）
の
概
要
〉

〈
授
業
モ
デ
ル
と
関
連
す
る
「
出
会
い
の
活
動
」（
２
年
生 

特
別
活
動
）
の
概
要
〉
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３　

児
童
の
変
容

２
年
生
「
ひ
ろ
い
せ
か
い
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
」

（「
出
会
い
の
活
動
」：
外
国
の
方
に
聞
い
て
み
よ
う
）

２
年
生
の
実
践
授
業

事
前
・
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
（
グ
ラ
フ
）

２
つ
の
事
前
と
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
グ
ラ
フ
）
の

変
化
を
見
る
と
、
興
味
関
心
の
割
合
が
高
ま
っ
た
だ
け

で
な
く
、
世
界
の
ほ
か
の
国
の
こ
と
や
友
だ
ち
に
な
り

た
い
理
由
を
感
想
文
に
書
い
て
い
る
児
童
も
増
え
、
興

味
関
心
の
幅
も
広
が
っ
た
と
言
え
ま
す
。

「
出
会
い
の
活
動
」
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｔ
や
通
訳
の

方
か
ら
国
の
違
い
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

児
童
に
と
っ
て
興
味
の
高
い
遊
び
を
一
緒
に
体
験
し
た

り
す
る
こ
と
で
、「
外
国
の
方
と
も
っ
と
関
わ
り
た
い
」

「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
い
う
興

味
関
心
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

２
年
間
の
研
究
指
定
を
受
け
て
、
は
じ
め
は
多
文
化

共
生
と
は
何
か
に
つ
い
て
改
め
て
学
ぶ
た
め
に
、
教
職

員
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｔ
と
の
打
合
せ
や
外

国
人
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
講
話
、
日
本
語
指
導
員
に
よ
る

具
体
的
な
支
援
方
法
な
ど
の
基
本
的
な
内
容
を
は
じ

め
、
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
な
指
導
ま
で
幅
広
く
研
修

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
か
ら
は
、「
自
分
自

身
の
人
権
感
覚
を
磨
く
」「
気
づ
き
の
幅
を
広
げ
る
」

と
い
う
感
想
が
あ
り
、
多
文
化
共
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
の
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
児
童
を
含
め
、
学
校
に
は

様
々
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
が
い
ま
す
。
一
人
一

人
の
個
性
や
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
学
習
意
欲
を

高
め
、
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
教
職
員
一
人
一

人
が
研
究
で
培
っ
た
知
識
や
ス
キ
ル
を
基
に
し
て
、
児

童
の
実
情
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
指
導
を
行
っ
て
い
く

よ
う
人
権
教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

写真３　ジェンズ（羽根蹴り）の実演 写真２　出会いの活動

【世界の国について、知りたいと思いますか？】

【世界の国の人とも、友だちになってみたいですか】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２ 出会いの活動          写真３ ジェンズの実演 
 
３ 児童の変容 

２年生「ひろいせかいのたくさんの人たちと」（出会いの活動：外国の方に聞いてみよう） 
【世界の国について、知りたいと思いますか？】 

 
 

【世界の国の人とも、友だちになってみたいですか】 

（グラフ）２年生の実践授業事前・事後アンケート 
 

２つの事前と事後のアンケート（グラフ）の変化を見ると、興味関心の割合が高まっただけでなく、

世界のほかの国のことや友だちになりたい理由を感想文に書いている児童も増え、興味関心の幅も広が

ったと言えます。 

「出会いの活動」においては、ＧＴや通訳の方から国の違いについて話していただいたり、子どもに

とって興味の高い遊びを一緒に体験したりすることで、「外国の方ともっと関わりたい」「もっといろい

ろなことを知りたい」という興味関心の幅を広げることにつながりました。 

 

おわりに 
 ２年間の研究指定を受けて、はじめは多文化共生とは何かについて改めて学ぶために、教職員の研修を

実施しました。ＧＴとの打合せや外国人支援スタッフの講話、日本語指導員による具体的な支援方法など

の基本的な内容をはじめ、実効性のある具体的な指導まで幅広く研修することができました。職員からは、

「自分自身の人権感覚を磨く」「気づきの幅を広げる」という感想があり、多文化共生のカリキュラム開

発のヒントにつながったと思います。 
外国にルーツをもつ児童を含め、学校には様々な支援を必要とする児童がいます。一人一人の個性や教

育的ニーズを把握し、学習意欲を高め、指導の充実を図るために、教職員一人一人が研究で培った知識や

スキルを基にして、児童の実情に十分配慮しながら指導を行っていくよう人権教育をさらに推進していき

ます。 
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とても思う、思う あまり思わない、思わない

事前 事後
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22%

93%
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とても思う、思う あまり思わない、思わない

事前 事後

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２ 出会いの活動          写真３ ジェンズの実演 
 
３ 児童の変容 

２年生「ひろいせかいのたくさんの人たちと」（出会いの活動：外国の方に聞いてみよう） 
【世界の国について、知りたいと思いますか？】 

 
 

【世界の国の人とも、友だちになってみたいですか】 

（グラフ）２年生の実践授業事前・事後アンケート 
 

２つの事前と事後のアンケート（グラフ）の変化を見ると、興味関心の割合が高まっただけでなく、

世界のほかの国のことや友だちになりたい理由を感想文に書いている児童も増え、興味関心の幅も広が

ったと言えます。 

「出会いの活動」においては、ＧＴや通訳の方から国の違いについて話していただいたり、子どもに

とって興味の高い遊びを一緒に体験したりすることで、「外国の方ともっと関わりたい」「もっといろい

ろなことを知りたい」という興味関心の幅を広げることにつながりました。 

 

おわりに 
 ２年間の研究指定を受けて、はじめは多文化共生とは何かについて改めて学ぶために、教職員の研修を

実施しました。ＧＴとの打合せや外国人支援スタッフの講話、日本語指導員による具体的な支援方法など

の基本的な内容をはじめ、実効性のある具体的な指導まで幅広く研修することができました。職員からは、

「自分自身の人権感覚を磨く」「気づきの幅を広げる」という感想があり、多文化共生のカリキュラム開

発のヒントにつながったと思います。 
外国にルーツをもつ児童を含め、学校には様々な支援を必要とする児童がいます。一人一人の個性や教

育的ニーズを把握し、学習意欲を高め、指導の充実を図るために、教職員一人一人が研究で培った知識や

スキルを基にして、児童の実情に十分配慮しながら指導を行っていくよう人権教育をさらに推進していき

ます。 

71%

29%

94%

6%
0%

50%

100%

とても思う、思う あまり思わない、思わない

事前 事後

78%

22%

93%

7%
0%

50%

100%

とても思う、思う あまり思わない、思わない

事前 事後
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は
じ
め
に

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
心
待
ち
に
し
て
い
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
延
期
を
は
じ
め
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
中
止
や
延
期
が
続
々
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
世
界
の
舞
台
で

の
活
躍
を
夢
見
る
県
内
の
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
は
自
己

研
鑽
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
県

内
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
援
す
る
「
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
育
成
強
化
事
業
」
の
概
要
や
、
令
和
２
年
度
に

認
定
さ
れ
た
強
化
指
定
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

１
「
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
か
ら

福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
後
期
計
画
（
平
成
３０
年

度
策
定
）
で
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
力
向
上
に
つ
い

て
、「
多
く
の
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
本
県

ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る

こ
と
」
が
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
大
規
模
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍
す
る
本
県
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
姿
は
、
県
民
に
夢
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

あ
り
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
素
晴
ら

し
い
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
を
伝
え
続
け
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
福
岡
県
の
ス
ポ
ー
ツ
を
よ

り
元
気
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
福
岡
県
を
よ
り
元
気

に
」
を
基
本
理
念
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
立
県
福
岡
」
の

実
現
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
県
内
競
技
団
体
と
連
携
し
、
本
県
高
校
生
ア
ス
リ
ー

ト
の
強
化
活
動
に
対
す
る
支
援
等
を
行
う
「
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
育
成
強
化
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
強
化
事
業
」

　
　

に
つ
い
て

今
年
で
４
年
目
と
な
る
本
事
業
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
で
あ
る
水
泳
や
陸
上
競
技
な
ど
３6
の
県
内
競
技
団

体
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
「
将
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
へ

出
場
可
能
性
が
高
い
県
内
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
」
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
推
薦
さ
れ
た
選
手
の
中

か
ら
「
強
化
指
定
選
手
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
者
に
対

し
て
、
海
外
遠
征
等
に
係
る
経
費
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
強
化
指
定
選
手
は
、
の
べ

２
３
３
名
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
に
は
、
柔
道
競
技
で
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
内
定
を
決
め
て
い
る
素
根 

輝

選
手
（
南
筑
高
校
卒
）
や
、
卓
球
競
技
で
令
和
元
年
度

に
行
わ
れ
た
全
日
本
選
手
権
で
初
優
勝
を
果
た
し
た
早

田 

ひ
な 

選
手
（
希
望
が
丘
高
校
卒
）
な
ど
も
認
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

３
「
強
化
指
定
選
手
認
定
式
」
に
つ
い
て

認
定
さ
れ
た
強
化
指
定
選
手
に
対
し
て
、
福
岡
県
を

代
表
す
る
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
意
識
を
高

早田 ひな 選手 素根 輝 選手

世
界
の
舞
台
で
輝
け
！
県
内
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
の
挑
戦

　
　
　
～
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
強
化
事
業
を
通
し
て
～体

育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
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め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
国
際
大
会
出
場
へ
の
意
欲
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
強
化
指
定
選
手
認
定

式
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
認
定
式
で

は
、
福
岡
県
選
手
強
化
推
進
実
行
委
員
会
会
長
で
あ
る

上
田 

哲
子 

教
育
振
興
部
長
（
当
時
）
よ
り
認
定
証
が

授
与
さ
れ
、
強
化
指
定
選
手
を
代
表
し
て
、
令
和
元
年

度
に
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
の
48
kg
級

で
優
勝
を
果
た
し
た
古
賀 
若
菜 
選
手
（
南
筑
高
校

卒
）
が
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
前
述
で
紹
介

し
た
素
根
選
手
や
早
田
選
手
か
ら
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し

て
の
心
構
え
や
今
後
の
目
標
等
に
つ
い
て
、
激
励
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
会
場
で
流
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
映
像
を
見
つ
め
る
選
手
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の

で
、
県
を
代
表
す
る
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
ま

た
、
日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
活

躍
す
る
た
め
の
心
構
え
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

４
「
令
和
２
年
度
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成

　
　

強
化
事
業
強
化
指
定
選
手
」
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
54
名
が
強
化
指
定
選
手
に
認
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
遠
征
合
宿
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。（
令
和
２
年
度
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

育
成
強
化
事
業
強
化
指
定
選
手
一
覧
参
照
）

５ 

お
わ
り
に

「
世
界
で
戦
う
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
海
外
の
強
化

合
宿
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
援
し
て
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

こ
れ
は
、
海
外
遠
征
を
初
め
て
経
験
し
た
強
化
指
定

選
手
が
、
報
告
書
に
書
い
た
言
葉
で
す
。

本
事
業
を
通
し
て
「
世
界
で
戦
う
」
こ
と
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
先
、
大
き
な
意
味
を
持

ち
、
福
岡
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
期
待
を
背
負
っ
て

戦
う
姿
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
福
岡
県
や
県
教
育
委
員
会
、
県
議
会
に

お
い
て
、「
県
内
の
高
等
学
校
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー

ト
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
、
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
考
え
、
そ
の
思
い
を
形
に
し
た
も

の
で
す
。
強
化
指
定
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
海
外
遠
征

等
で
の
貴
重
な
経
験
を
通
じ
て
、
自
ら
の
視
野
を
拡
げ

る
こ
と
や
、
世
界
中
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
出
会

い
な
ど
、
普
段
で
き
な
い
経
験
を
経
て
、
競
技
者
と
し

て
も
人
間
と
し
て
も
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
も
本
県
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
と
誇

り
を
胸
に
、
県
民
に
勇
気
や
希
望
、
感
動
を
与
え
る
真

の
ア
ス
リ
ー
ト
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

古賀 若菜 選手の決意表明

強化指定選手認定式

令和2年度トップアスリート育成強化事業強化指定選手一覧
競技 氏名 所属

スケート
髙橋　花菜 九州産業大学付属九州高校
垣波　武蔵 沖学園高校

江川　マリア 香椎高校

水泳

竹原　秀一 東福岡高校
萬燈　祐仁 福岡大学附属若葉高校

三村　はるな 福岡大学附属若葉高校
原　空輝 東福岡高校

森田　眞心 福岡大学附属若葉高校
小山　陽翔 東福岡高校
岡　莉子 柳川高校

宮崎　菜々子 筑陽学園高校
永岡　祥 常磐高校

セーリング

松尾　勇輝 福岡第一高校
安永　昂生 上智福岡中学高校
濱田　登羽 福岡第一高校
毛利　咲絵 福岡第一高校

テニス
森田　皐介 柳川高校
新出　悠月 柳川高校

ホッケー 田渕　絢音 玄界高校
バレーボール 柳北　悠李 東福岡高校

バスケットボール

ハーパージャン　ローレンス　ジュニア 福岡第一高校
間山　柊 福岡大学附属大濠高校

浅井　英矢 北筑高校
岩下　准平 福岡大学附属大濠高校
斎藤　風香 精華女子高校

自転車
金田　舞夏 祐誠高校
横溝　貫太 祐誠高校

卓球
原田　春輝 希望が丘高校
道廣　晴貴 希望が丘高校

フェンシング
佐藤　悠雅 西南学院高校
平田　悠翔 福岡魁誠高校

宮﨑　孝司郎 福岡魁誠高校
バドミントン 室屋　奏乃 九州国際大学付属高校

ラグビー

本田　啓 東福岡高校
吉野　遼 東福岡高校
福井　蓮 東福岡高校

寺下　功起 東福岡高校
村尾　幹太 東福岡高校
坂本　公平 東福岡高校

久木野　太一 小倉高校
大内田　夏月 筑紫高校
畑田　桜子 筑紫高校

陸上競技

伊藤　彩香 青豊高校
柳楽　あずみ 筑紫女学園高校
梅野　倖子 宗像高校
花本　史龍 大牟田高校
青木　龍翔 大牟田高校

ウエイトリフティング 浅野　太郎 八幡中央高校
馬術 上野　美緒 上智福岡中学高校

ライフル射撃
小柳　勇生 太宰府高校
松尾　皐月 太宰府高校

アーチェリー 宮下　昌大 柏陵高校
ゴルフ 長野　泰雅 沖学園高校

トライアスロン 山中　翔陽 宗像高校
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１　

は
じ
め
に

平
成
29
～
３０
年
度
に
策
定
さ
れ
た
福
岡
県
教
職
員
育

成
指
標
、
教
職
員
研
修
計
画
に
基
づ
い
て
、
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
福
岡
県
教
育
大
綱
及
び
福
岡
県
学
校
教

育
振
興
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

本
県
の
学
校
教
育
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
各
学
校
等

が
、
社
会
の
変
化
や
子
供
、

学
校
、
地
域
等
の
実
態
に
応

じ
、
本
県
の
特
色
を
生
か
し

た
教
育
活
動
を
自
律
的
に
創

造
及
び
推
進
で
き
る
よ
う
研

修
・
研
究
・
支
援
を
中
心
と

し
た
事
業
を
実
施
す
る
」
こ

と
を
主
な
役
割
と
位
置
付

け
、
各
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

令
和
元
年
度
か
ら
、「
教

職
員
一
人
一
人
の
確
実
な

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」
と
「
教

職
員
や
学
校
等
の
自
律
的
で
主
体
性
の
あ
る
研
修
・
研

究
」
の
実
現
に
資
す
る
た
め
に
、『
福
岡
県
の
教
育
の

未
来
を
学
校
現
場
の
先
生
方
と
共
に
創
る
』
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
研
修
・
研
究
・
支
援
と
い
っ
た
主
要

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　

教
育
セ
ン
タ
ー
経
営
の
基
本
方
針

⑴ 
教
職
員
一
人
一
人
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
や
職

務
に
応
じ
た
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、

福
岡
県
教
職
員
育
成
指
標
を
踏
ま
え
た
研
修
を
体

系
的
か
つ
効
果
的
に
企
画
及
び
実
施
し
ま
す
。

⑵ 

現
代
的
な
教
育
の
課
題
や
本
県
学
校
教
育
に
お

け
る
教
育
課
題
及
び
経
営
課
題
に
応
じ
た
研
究
を

各
研
究
指
定
校
と
協
働
し
て
行
い
、
地
域
の
研
究

推
進
の
拠
点
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
研
究
成
果

の
県
内
学
校
等
へ
の
発
信
及
び
普
及
を
図
り
ま
す
。

⑶ 

本
県
の
教
育
施
策
や
教
育
課
題
に
応
じ
た
教
育

資
料
や
書
籍
の
収
集
・
活
用
の
促
進
及
び
最
新
の

教
育
情
報
の
発
信
並
び
に
そ
の
他
教
育
セ
ン
タ
ー

の
教
育
資
源
を
生
か
し
た
学
校
等
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
と
言
わ
れ
る
現
在
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
、
各
事
業

の
確
実
な
実
施
を
目
指
し
、
事
業
の
内
容
と
運
営
の
更

な
る
充
実
・
発
展
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
や
福
岡
県
学

校
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
計
画
に
基
づ
く
学
校
教
育
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
推
進
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
子
供
た
ち
一
人
一

人
の
個
別
最
適
な
学
び
に
よ
る
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
教
育
の
実
現
に
向
け
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も

各
事
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

３　

令
和
３
年
度
事
業
の
紹
介

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
３
年
度
の
事
業
を
計
画
す

る
に
当
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
実
施
を
目
指
し
た
改
善
・
更
新
を
図
っ
て
い
ま

す
。
福
岡
県
内
の
学
校
等
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
急

速
に
進
ん
で
お
り
、
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
教
職
員
一

人
一
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
が
向
上
す
る
事
業
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
令
和
３
年
度
各
事
業
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度�

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
の
紹
介

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー

教育センター事業理念ロゴマーク
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【
研
修
事
業
】

・
基
本
研
修

　

 　

基
本
研
修
計
画
に
基
づ
き
、
学
校
種
や
経
験
年

数
、
職
務
内
容
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
知
識
・
技
能

等
を
習
得
し
、
教
職
員
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
確

実
な
向
上
を
目
指
し
て
実
施
し
ま
す
。
令
和
３
年
度

も
、
本
県
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
研
修
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

・
専
門
研
修
（
福
岡
教
師
塾
）

　

引
き
続
き
多
様
な
分
野
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を
講

師
に
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、

受
講
者
が
主
体
的
・
対
話
的

に
学
ぶ
企
画
・
運
営
研
修
の

質
を
更
に
高
め
、
幅
広
い
視

座
や
視
点
か
ら
新
し
い
学
校

の
経
営
に
携
わ
る
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育

成
を
図
り
ま
す
。

・
専
門
研
修
（
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）

職
務
や
学
校
種
等
に
応
じ

た
高
い
専
門
性
と
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
学
校
や
地

域
を
け
ん
引
す
る
資
質
・
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
講
座
の
開
設
や

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
導
入
な

ど
、
６
講
座
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

・
専
門
研
修
（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
）

講
座
案
内
は
３
月
中
に
行

い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
講

座
編
成
や
実
施
方
法
等
を
大

幅
に
見
直
し
、
現
在
の
社
会

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
を
導
入
し
た

り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

講
座
を
複
数
開
設
し
た
り
し

ま
す
。

・
長
期
派
遣
研
修

　

 　

様
々
な
教
育
分
野
の
専
門
性
を
高
め
、
学
校
及
び

地
域
等
の
研
修
や
研
究
を
推
進
で
き
る
実
践
的
企
画

力
・
経
営
力
・
指
導
力
を
養
成
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
多
様
な
分
野
の
専
門
性
を
も
つ
教
育
セ
ン
タ
ー

の
強
み
を
生
か
し
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の

長
期
派
遣
研
修
を
推
進
し
、
更
な
る
充
実
・
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

【
研
究
事
業
】

　

 　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
に

代
わ
り
、
福
岡
県
重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業

及
び
福
岡
県
立
学
校
「
新
た
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
事
業
と
連
携
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県

内
各
地
域
の
研
究
推
進
の
拠
点
の
創
造
を
目
指
し
、

研
究
指
定
校
等
へ
の
研
究
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
研
究
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

【
支
援
事
業
】

　

 　

学
校
等
の
自
律
的
で
主
体
的
な
研
修
・
研
究
の
実

現
を
目
指
し
「
サ
ポ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」
や
「
学
習

指
導
案
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

常
時
、
最
新
の
教
育
資
料
や
教
育
情
報
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

 　

令
和
３
年
度
も
教
育
セ
ン
タ
ー
が
発
信
す
る
成
果

物
を
積
極
的
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。

※ 

今
回
掲
載
し
て
い
る
専
門
研
修
の
写
真
は
令
和
元
年
度
の

も
の
で
す
。教

育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.educ.pref.fukuoka.jp

福岡県教育センターホームページトップ画面
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
取
組

�

福
岡
県
体
育
研
究
所

は
じ
め
に

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
、
本
所
の
専
門
研
修
（
短
期
研
修
・
断
続
研
修
）

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
県
内
の

各
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
に
も
様
々
な
影
響
が
で
ま

し
た
。

今
回
は
、
本
所
が
行
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
し
た
取
組
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

基
本
研
修
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
や

 　

研
修
形
態
の
変
更

⑴
小
・
中
・
義
務
教
育
・
特
別
支
援
学
校 

若
年
教
員
研
修
１
年
目
に
お
け
る
第
１
回
実
施
分
に

つ
い
て
は
、「
水
泳
指
導
の
基
本
と
安
全
（
小
）」「
運

動
部
活
動
に
お
け
る
適
切
な
指
導
と
在
り
方
（
中
）」

等
の
研
修
動
画
・
資
料
を
県
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
各
所
属
校
で
研
修
が
実
施
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
第
２
回
実
施
分
に
つ
い
て
は
、

「
運
動
領
域
の
指
導
の
実
際
（
小
）」「
中
学
生
の
体
力

向
上
に
つ
い
て
（
中
）」
等
の
実
技
を
伴
う
研
修
を
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
集
合
研
修
で
行
い
ま
し

た
。

⑵
県
立
学
校

若
年
教
員
研
修
会
・
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
会

教
科
別
等
研
修
の
中
止
と
な
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

研
修
計
画
を
再
編
成
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
若
年
教
員
研
修
会
１
年
目
に
つ
い
て
は
、
中
止

と
な
っ
た
研
修
内
容
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
初
任
者
の
各
所
属
校
で
実
施
さ
れ
る
研
究
授
業

に
お
い
て
、
指
導
案
作
成
に
係
る
指
導
・
助
言
を
行
っ

た
り
、
実
際
に
指
導
主
事
を
派
遣
し
て
研
究
授
業
に
対

す
る
指
導
・
助
言
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

２ 

情
報
発
信

次
の
２
点
を
中
心
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
ま
し

た
。

⑴ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
体
育

授
業
の
運
動
例

児
童
生
徒
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
心

身
の
健
康
を
保
持
し
た
り
、
感
染
症
対
策
の
一
つ
と
し

て
抵
抗
力
を
高
め
た
り
す
る
た
め
に
、
児
童
生
徒
が
運

動
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

感
染
症
対
策
を

講
じ
た
上
で
、

「
ど
の
よ
う
な
工

夫
を
し
た
ら
実
施

で
き
る
の
か
」、

ま
た
「
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
運
動
が
有

す
る
特
性
や
魅
力

に
応
じ
て
、
そ
の

楽
し
さ
や
喜
び
を

味
わ
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
」

教育施設から
の事業だより

器械運動系　跳び箱運動
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に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
体
育

の
授
業
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
を
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
体

育
授
業
の
運
動
例
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

⑵
体
育
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

小
学
校
若
年
教
員
等
が
体
育
の
授
業
で
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
、
数
回
に
わ
た
り
掲

載
し
ま
し
た
。
授
業
力
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

３  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防

　

 

に
お
け
る
養
護
教
諭
の
実
践
事
例
の
紹
介

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
お
い

て
、
今
後
の
各
学
校
で
の
取
組
の
参
考
と
す
る
た
め
に

資
料
を
作
成
し
、
各
県
立
学
校
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
掲
載
の
実
践

事
例
は
、
令
和
２
年
７
月
時
点
の
取
組
状
況
を
、
各
県

立
学
校
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
収
集
し
た
情
報

を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す 

。

本
資
料
は
、
各
学
校
が
文
部
科
学
省
の
「
学
校
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
『
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
』」
に
示

さ
れ
た
指
針
に
基
づ
き
工
夫
し
た
感
染
症
対
策
の
実
践

を
「
保
健
管
理
」、「
保
健
室
経
営
」、「
保
健
教
育
」、

「
健
康
相
談
」、「
組
織
活
動
」
に
分
類
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
特
に
「
保
健
管
理
」
で
は
、
健
康
診
断
、
健

康
観
察
、
学
校
環
境
衛
生
に
関
す
る
実
践
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
養
護
教
諭
が
中
心
と
な
り
、
工
夫
し
な

が
ら
着
実
に
、
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

学
校
に
お
け
る
感
染
及
び
そ
の
拡
大
の
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
持
続
的

な
対
応
を
行
う

た
め
、
最
新
の

情
報
や
知
見
が

得
ら
れ
た
場
合

は
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
本

資
料
を
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す 

。

お
わ
り
に

現
在
、
令
和
３
年
度
の
専
門
研
修
（
短
期
研
修
・
断

続
研
修
）
に
つ
い
て
、
計
画
・
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
体
育
、
保
健
体
育
科
で
は
実
技
を
伴
う
た
め
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
を
始
め
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
だ
け
で

は
研
修
の
質
を
担
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

十
分
な
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
集
合
研
修
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
短
期
研
修
に
お
き
ま
し
て
は
、
多

く
の
先
生
方
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
研
究
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、「
共
生
を
基
盤

と
し
た
体
育
の
授
業
づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
進
め

て
い
ま
す
。
事
業
期
間
は
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
初
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、

授
業
づ
く
り
の
理
論
構
築
を
行
い
、
そ
の
理
論
を
基
に

し
て
令
和
３
年
度
と
令
和
４
年
度
で
授
業
実
践
を
行
い

ま
す
。
授
業
実
践
で
得
た
成
果
に
つ
い
て
は
、
冊
子
な

ど
に
し
て
県
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
御
期
待
く
だ
さ
い
。

本
所
で
は
、
学
校
支
援
と
い
た
し
ま
し
て
、
学
校
に

お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
学
校
保
健
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
指
導
主
事
が
対
応
し
ま
す
。
是
非
、
御

活
用
く
だ
さ
い 

。

福
岡
県
体
育
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

    http://w
w
w
.taiikukenkyusho.ed.jp

保健管理に関する実践例

集合に適した場所について
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お
知
ら
せ

総
務
企
画
課

福
岡
県
教
育
委
員
会
会
議
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

県
の
教
育
行
政
に
お
け
る
重
要
事
項
や
基
本
方
針
な
ど
を
審
議
す
る

福
岡
県
教
育
委
員
会
会
議
は
、
人
事
に
関
す
る
案
件
な
ど
を
除
き
、
傍

聴
で
き
ま
す
。
開
催
日
、
会
場
、
議
題
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/ contents/

kenkyouigaiyou.htm
l

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
教
育
庁
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
係

T
E
L　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
８
５
７

F
A
X　

０
９
２
（
６
３
２
）
５
０
６
４

教
職
員
課

県
立
学
校
の
臨
時
教
員
等
登
録
制
度
の
お
知
ら
せ

県
立
の
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
常
勤
講
師
、
非
常
勤
講

師
、
養
護
教
諭
（
期
限
付
）、 

実
習
助
手
（
期
限
付
）、 

寄
宿
舎
指
導
員

（
期
限
付
）
の
希
望
者
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

資　

格
： 

講
師
、
養
護
教
諭
（
期
限
付
）
に
つ
い
て
は
、
登
録
を
希
望

す
る
種
別
、
教
科
の
教
育
職
員
免
許
状
を
有
す
る
こ
と
。

手　

続
： 

教
職
員
課
県
立
学
校
係
で
配
布
し
て
い
る
志
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
上
、
同
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

※ 

志
願
書
は
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
https://w

w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

給　

与
： 

常
勤
講
師
は
経
験
に
応
じ
て
月
額
19
～
３０
万
円
程
度
（
別
途

各
種
手
当
、
社
会
保
険
等
有
）
で
す
。
非
常
勤
講
師
は
学
校

種
別
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
教
育
庁
教
職
員
課
県
立
学
校
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
８
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
８
９
６

教
職
員
課

市
町
村
立
学
校
の
臨
時
教
員
等
登
録
制
度

の
お
知
ら
せ

　

市
町
村
立
の
小
・
中
・
義
務
教
育
・
特
別
支
援
学
校
（
政
令
市
を
除

く
。）
の
常
勤
講
師
、
非
常
勤
講
師
、
養
護
教
諭
（
期
限
付
）、
学
校
事

務
職
員
（
期
限
付
）、
学
校
栄
養
職
員
（
期
限
付
）
の
希
望
者
を
登
録

し
て
い
ま
す
。

資　

格
： 

講
師
、
養
護
教
諭
（
期
限
付
）
に
つ
い
て
は
登
録
を
希
望
す

る
種
別
、
校
種
、
教
科
の
教
育
職
員
免
許
状
を
有
す
る
こ

と
。
学
校
栄
養
職
員
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士
免
許
証
又
は
栄

養
教
諭
普
通
免
許
状
を
有
す
る
こ
と
。

手　

続
： 

教
職
員
課
市
町
村
立
学
校
係
、
各
教
育
事
務
所
で
配
布
し
て

い
る
志
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
上
、
希

望
す
る
勤
務
地
区
を
担
当
す
る
教
育
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

※ 
志
願
書
は
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
https://w

w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

給　

与
： 

常
勤
講
師
は
経
験
に
応
じ
て
月
額
19
～
３０
万
円
程
度
（
別
途

各
種
手
当
、
社
会
保
険
等
有
）
で
す
。
非
常
勤
講
師
は
任
用

形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
教
育
庁
教
職
員
課
市
町
村
立
学
校
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
８
９
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
８
９
６

　

福
岡
教
育
事
務
所　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
６
４
３
）
０
１
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
６
４
３
）
０
１
２
１

　

北
九
州
教
育
事
務
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
４
９
（
２
５
）
１
２
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
４
９
（
２
４
）
３
３
４
５

　

北
筑
後
教
育
事
務
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
４
２
（
３
２
）
３
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
４
２
（
３
２
）
３
０
４
０

　

南
筑
後
教
育
事
務
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
４
２
（
５
３
）
７
３
４
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
４
２
（
５
３
）
７
５
２
７

　

筑
豊
教
育
事
務
所　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
４
８
（
２
５
）
１
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
４
８
（
２
５
）
４
９
４
８

　

京
築
教
育
事
務
所　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
７
９
（
８
３
）
３
６
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
７
９
（
８
３
）
３
６
０
６

九
州
歴
史
資
料
館

●
企
画
展
「
世
界
の
遺
産
登
録
５
周
年
記
念　

三
池
港
と
洞
海
湾

　
　
　
　
　

～「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
企
画
展
３
～
」

内　

容
： 

本
展
覧
会
で
は
三
池
炭
鉱
か
ら
産
出
さ
れ
る
石
炭
を
積
み
出

す
た
め
に
築
港
さ
れ
た
三
池
港
、
産
業
港
と
し
て
変
貌
を
遂

げ
た
洞
海
湾
、
産
業
の
発
展
に
よ
り
隆
盛
を
極
め
た
八
幡
や

三
池
の
マ
チ
の
様
子
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
多
数
展
示
し

ま
す
。

開
催
日
： 

令
和
３
年
２
月
17
日
（
水
）
～
令
和
３
年
３
月
14
日
（
日
）

開
催
時
間
：  

9
時
３０
分
～
16
時
３０
分
（
入
館
は
16
時
００
分
ま
で
）

休
館
日
：  

月
曜
日

観
覧
料
： 

一
般
２
１
０
円
（
１
５
０
円
）

　
　
　
　

高
大
生
１
５
０
円
（
１
０
０
円
）　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　

※
（　

）
内
は
2０
名
以
上
の
団
体
料
金

　
　
　
　

※　

障
が
い
者
と
そ
の
介
護
者
１
名
は
無
料
。

　
　
　
　

※　

満
65
歳
以
上
の
方
は
無
料
。

　
　
　
　

※　

土
曜
日
は
高
校
生
も
無
料
。

入
館
の
際
は
体
温
測
定
・
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
・
連
絡
票
記
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
第
12
回
九
歴
講
座

　

「
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
の
最
新
調
査
成
果
」

内　

容
： 

大
宰
府
に
は
、
政
所
・
蔵
司
等
2０
余
り
の
官
司
が
存
在
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
大
宰
府
政
庁
の
前
面
（
南
側
）

に
は
、
地
区
ご
と
に
大
規
模
な
建
物
群
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
最
新
の
調
査
研
究
成
果
か
ら
、
こ
れ
ら
建
物
群
の
官
司

28



推
定
を
試
み
ま
す
。

講　

師
： 

小
田
和
利
（
九
州
歴
史
資
料
館
）

日　

時
： 

令
和
３
年
３
月
1３
日
（
土
）
1３
時
３０
分
～
15
時
３０
分

参
加
方
法
： 
参
加
無
料
・
要
申
込
（
先
着
順
）・
定
員
先
着
8０
名
、
全
席
指

定
席

申
し
込
み
方
法
の
詳
細
は
チ
ラ
シ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
館
の
際
は
体
温
測
定
・
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。［

問
い
合
わ
せ
先
］

　

九
州
歴
史
資
料
館　

学
芸
調
査
室　

広
報
普
及
班

　

〒
８
３
８
～
０
１
０
６　

小
郡
市
三
沢
５
２
０
８
～
３

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
４
２
（
７
５
）
９
５
０
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
４
２
（
７
５
）
７
８
３
４

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.fsg.pref.fukuoka.jp/kyureki/

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

自
宅
で
学
べ
る
「
放
送
大
学
」

― 

大
学
院
生
・
教
養
学
部
生　

募
集 

―

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ホ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
含
む
）
を
通
し
て
学
ぶ
文
部
科
学
省
・
総
務
省
所
管
の
通

信
制
の
大
学
で
す
。

【
大
学
院
・
教
養
学
部
】

　

・ 

特
別
支
援
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
や
、
専
修
免
許
状
等
上
位
免
許

状
取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

・ 

心
理
や
教
育
、
福
祉
な
ど
の
幅
広
い
分
野
か
ら
、
大
学
院
は
約
8０

科
目
、
教
養
学
部
は
約
３
０
０
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・ 

学
生
は
、
自
己
学
習
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ
ト
「
放
送
大
学
自
己

学
習
サ
イ
ト
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
２
０
２
１
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集
期
間
】

　

・［
第
一
回
］ 

令
和
２
年
11
月
26
日
（
木
）
～  

令
和
３
年
２
月
28
日
（
日
）

　

・［
第
二
回
］ 

令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）
～  

令
和
３
年
３
月
16
日
（
火
）

※ 

各
学
校
に
は
、
令
和
３
年
３
月
に
「
２
０
２
１
年
度
教
員
免
許
状
及

び
各
種
資
格
に
つ
い
て
」（
放
送
大
学
本
部
作
成
）
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
併
せ
て
、「
２
０
２
１
年
度
教
員
の
た
め
の
放
送
大
学
活
用

の
手
引
（
教
科
･
免
許
編
デ
ー
タ
版
）」
を
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
作
成
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

［
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

 　

〒
８
１
６
～
０
８
１
１ 　

春
日
市
春
日
公
園
６
～
１

  　

（
九
州
大
学
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｅ
棟 

４
・
５
階
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
５
８
５
）
３
０
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
５
８
５
）
３
０
３
９

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
種
教
室
・

イ
ベ
ン
ト
等
を
中
止
・
内
容
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
公
式
サ
イ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
期　

間
〕
３
月
1３
日
（
土
）
～
５
月
９
日
（
日
）

〔
内　

容
〕 

舞
台
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
。
探
検
す
る
キ
ミ
は
「
い
き
も
の

ハ
ン
タ
ー
」
だ
！
身
体
を
動
か
し
、
体
験
を
し
な
が
ら

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
い
き
も
の
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
特
別
展
で
す
。
た
く
さ
ん
の
い
き
も
の
に
出
会
っ

て
、
キ
ミ
も
「
い
き
も
の
ハ
ン
タ
ー
」
に
な
ろ
う
！

〔
期　

日
〕
①
３
月
1３
日
（
土
）　

　
　
　
　
　

②
４
月
24
日
（
土
）

〔
時　

間
〕
1０
時
３０
分
～
12
時
００
分

〔
対　

象
〕
小
学
生
以
上
（
※
今
回
は
幼
児
の
同
席
不
可
）

〔
参
加
費
〕
１
０
０
円

〔
定　

員
〕
各
８
組
（
最
大
24
名
）

〔
受
付
開
始
〕
①
２
月
1３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

②
３
月
24
日
（
水
）

〔
内　

容
〕 

季
節
の
お
も
な
星
や
星
座
の
さ
が
し
方
、
星
座
早
見
の

使
い
方
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ

　
　
　
　
　

 

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
座
さ
が
し
の
練
習
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〔
期　

日
〕
３
月
2０
日
（
土
・
祝
）

〔
時　

間
〕
19
時
３０
分
～
2０
時
３０
分

〔
対　

象
〕
ど
な
た
で
も
（
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
定　

員
〕
1０
組
（
最
大
4０
名
）

〔
受
付
開
始
〕
３
月
６
日
（
土
）

〔
内　

容
〕 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
星
空
解
説
の
後
、
屋
上
で
天
体

望
遠
鏡
を
使
っ
た
星
の
観
察
を
行
い
ま
す
。（
天
候
不

良
時
で
も
、
星
空
解
説
は
行
い
ま
す
。）

〔
期　

日
〕
毎
週
日
曜
日
・
祝
日

〔
時　

間
〕
11
時
００
分
～
12
時
００
分　

 

14
時
００
分
～
15
時
００
分

〔
対　

象
〕
ど
な
た
で
も

〔
参
加
費
〕
１
０
０
円

〔
内　

容
〕 

簡
単
な
科
学
工
作
（
リ
ン
グ
飛
行
機
、
パ
ス
テ
ル
プ
ラ

板
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
）
を
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館T

E
L　

０
９
4
２
（
３
７
）
5
5
6
6

F
A
X　

0
9
4
2
（
3
7
）
3
7
7
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.science.pref.fukuoka.jp/

こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
教
室
や
催
し
は
、
予
約
が
必
要
で

す
。
受
付
開
始
日
の
９
時
３０
分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
来

館
の
上
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

教
室
や
催
し
に
参
加
す
る
場
合
、
参
加
費
の
ほ
か
に
入
館
料
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
高
校
生
以
下
の
入
館
料
は
無
料
で
す
。
ま

た
、
市
民
天
体
観
望
会
の
入
館
料
は
ど
な
た
も
無
料
で
す
。　
　
　
　

春
の
特
別
展

■ 

「
い
き
も
の
ハ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

～
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
生
態
系
を
調
査
せ
よ
！
～
」

星
空
教
室

■ 

～
春
の
星
座
～

市
民
天
体
観
望
会

■ 

「
明
る
い
冬
の
星
々
と
見
え
始
め
た

　
　

春
の
星
座
を
楽
し
も
う
」

科
学
工
作
教
室

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
ふ
く
お
か

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

福
岡
県
青
少
年
科
学
館
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誓せ
い

願が
ん

寺じ

は
、
博
多
湾
西
部
の
今
津
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
寺
は
、
仲
原
氏
の
娘
の
発
願
で
、
同

宿
の
僧
寛
智
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
の
開
堂
に
あ
た
っ
て
は
、

中
国
へ
の
留
学
経
験
を
も
つ
気
鋭
の
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
、
栄

よ
う
さ
い・
え
い
さ
い

西
が
導
師
を
務
め
て
い

ま
す
。
栄
西
は
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
に
中
国
の
南
宋
へ
留
学
し
た
後
、
文
治
三
年

（
一
一
八
七
）
に
二
度
目
の
留
学
の
た
め
に
再
度
渡
海
す
る
ま
で
の
多
く
の
年
月
を
、
こ
の
誓

願
寺
で
過
ご
し
ま
し
た
。
な
お
、
二
度
目
の
留
学
で
臨
済
宗
を
学
び
日
本
に
も
た
ら
し
た
こ

と
か
ら
、
禅
僧
と
し
て
の
印
象
が
強
い
栄
西
で
す
が
、
彼
は
そ
も
そ
も
は
、
天
台
密
教
の
僧
侶

で
し
た
。

平
安
時
代
末
期
、
十
二
世
紀
後
半
頃
の
今
津
は
、
新
し
く
開
か
れ
た
国
際
交
易
港
と
し
て

活
気
に
満
ち
た
様
子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
し
ば
し
、
日
本
と
大
陸
と
の

交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
、
誓
願
寺
に
伝
わ
る
中
国
か
ら
渡
来
し
た
文
物
か

ら
窺
え
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
九く

頭ず

龍り
ゅ
う

鈷こ

杵し
ょ

と
九く

頭ず

龍り
ゅ
う

鈴れ
い

は
、
そ
の
よ
う
な
渡
来
文
物
の

実
例
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
密
教
で
修す

法ほ
う

に
使
用
す
る
金
剛
杵
や
金
剛
鈴
の
一
例
で
す
。
そ
し

て
、
例
え
ば
古
代
イ
ン
ド
の
武
器
に
由
来
す
る
金
剛
杵
で
言
う
な
ら
ば
、
切
っ
先
で
あ
る
鈷
が

一
つ
の
も
の
を
独と

っ

鈷こ

杵し
ょ

、
三
つ
の
も
の
を
三
鈷
杵
、
五
つ
の
も
の
を
五
鈷
杵
と
い
い
ま
す
。
こ

の
金
剛
杵
と
、
魔
を
払
い
仏
性
を
呼
び
覚
ま
す
金
剛
鈴
の
う
ち
の
、
鈷
の
数
が
最
大
に
な
っ
た

も
の
が
九
鈷
杵
、
九
鈷
鈴
で
す
。

誓
願
寺
の
作
例
は
、
め
ず
ら
し
い
九
鈷
杵
、
九
鈷
鈴
の
例
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
鈷
が
、
龍
や
鳳ほ

う

凰お
う

を
組
み
合
わ
せ
た
形
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
こ
れ
が

九
頭
龍
鈷
杵
・
九
頭
龍
鈴
の
名
称
の
由
来
で
す
。
鈷
の
多
い
複
雑
な
姿
が
、こ
れ
に
よ
り
さ
ら

に
複
雑
に
な
り
、
そ
し
て
そ
の
他
に
も
ぎ
っ
し
り
と
あ
ら
わ
さ
れ
た
文
様
が
相
ま
っ
て
、
ま
こ

と
に
異
国
的
な
趣
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
制
作
は
、
中
国
の
元
時
代
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
個
性
的
で
華
や
か
な
法
具
は
、
誓
願
寺
や
福
岡
平
野
周
辺
地
域
の
、
鎌
倉

時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
頃
の
大
陸
と
の
交
流
の
窓
口
と
し
て
の
あ
り
方
を
、
そ
の
姿
に
映
し

出
し
て
い
ま
す
。
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九
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中
国
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世
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）
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龍
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・
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